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①　設計変更の積算･････････････････ Ⅰ-13- ① -  1
1 　設計変更における工種の取扱い
　　･････････････････････････････ Ⅰ-13- � -  1
2 　間接工事費および一般管理費等の設計変更に
　　ついて･･･････････････････････ Ⅰ-13- � -  1
3 　設計変更における共通仮設費率補正値及び
　　現場管理費率補正値の取扱い････ Ⅰ-13- � -  1
4 　設計変更における材料単価の取り扱いに
　　ついて･･･････････････････････ Ⅰ-13- � -  1
5 　工事費の積算･････････････････ Ⅰ-13- � -  1
6 　契約内容が大幅に変更する場合の積算
　　･････････････････････････････ Ⅰ-13- � -  1

②　産業廃棄物の取扱い･････････････ Ⅰ-13- ② -  1
1 　産業廃棄物の設計の考え方･････ Ⅰ-13- ② -  1
2 　産業廃棄物税相当額について･･･ Ⅰ-13- ② -  1
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①  136①  136 Ⅰ−13−②−1 ①  136①  136 Ⅰ−13−②−1Ⅰ－��－②－１�

②②��産産業業廃廃棄棄物物のの取取扱扱いい 

 
１１�� 産産業業廃廃棄棄物物のの設設計計のの考考ええ方方��

（１）産業廃棄物を搬入する施設の種類は，中間処理施設（再資源化）を原則とし，再資源化が困難な場合は

中間処理施設（再資源化以外）とする。 
� � � どちらの施設にも搬入できない場合のみ最終処分場への搬入とする。 
（２）設計で想定する施設は，（１）で選択した施設の種類のうち，「処分費」と「運搬費」の合計が最も経済

的となる施設を選定する。 
� � � 注）処理施設については，積算における想定施設であり，受注者に対して処理施設を指定するものでは

ない。 
（３）建設汚泥についても再資源化が基本であるが，県内には再資源化施設が少ないことから，現場での再資

源化，中間処理施設（再資源化）への搬入，中間処理施設（再資源化以外）及び最終処分の中で最も経済

的な方法及び施設を選定する。 
（４）土木・建築工事事業単価表（参考資料）〔非公表資料〕に掲載されている以外の産業廃棄物を処理する

必要が生じた場合，その他の理由により同単価表に掲載されている施設での処理が適当ではない場合は，

処分費は見積りにより決定する。 
 

２２�� 産産業業廃廃棄棄物物税税相相当当額額ににつついいてて��

� （１）産業廃棄物税相当額計上対象工事 
� � � � 産業廃棄物を最終処分場又は中間処理施設（再資源化以外）に搬入する工事 
� （２）産業廃棄物税相当額の算定 
� � � � 最終処分場への産業廃棄物の搬入重量（ｔ）×１，０００円／ｔ 
� � � � 中間処理施設（再資源化以外）に搬入する場合は，搬入重量に標準減量化率を乗じ，最終処分場への産

業廃棄物の搬入重量（ｔ）を算出し，産業廃棄物税相当額を算定する。 
※標準減量化率については土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕参照 

� （３）産業廃棄物税相当額の計上方法 
� � � ①直接工事費に計上する。ただし，準備作業に伴うものは準備工へ計上する。 
� � � ②共通仮設費，現場管理費，一般管理費の対象としない。 
� � � ③消費税等相当額の対象とする。 
� � � ④処分費と産業廃棄物税相当額は分けて計上する。 
� （４）注意事項 
� � � ①土木・建築工事事業単価表（参考資料）〔非公表資料〕に掲載されている処分料金は，産業廃棄物税相

当額を含まない処分費のみの価格である。 
� � � ②コンクリート塊，アスファルト塊及び解体木くず（伐木，除根含む。）は再資源化施設への搬入するこ

ととし，産業廃棄物税相当額は原則として算定（計上）しない。ただし，解体木くず（伐木，除根含む。）

の中間処理施設（再資源化）のうち熱回収を行う施設に搬入する場合は，焼却灰が最終処分されるため

産業廃棄物税相当額を算定（計上）する。 
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Ⅱ−1−⑥− ①  139①  139 ①  139

①　土量変化率等･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ① -  1
1 　土量の変化･････････････････ Ⅱ- 1 - ① -  1
2 　土量変化率･････････････････ Ⅱ- 1 - ① -  1
3 　適用土質及び機械損料補正････ Ⅱ- 1 - ① -  2
4 　土量区分の対応･････････････ Ⅱ- 1 - ① -  2
5 　発生土・残土運搬に係る積算の考え方
　　･･･････････････････････････ Ⅱ- 1 - ① -  3
6 　岩質の判定基準･････････････ Ⅱ- 1 - ① -  4

②　土　　工･･･････････････････････ Ⅱ- 1 - ② -  1
② - 1　土　　工･･････････････････ Ⅱ- 1 - ② -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ② -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ② -  3
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅱ- 1 - ② -  7

② - 2　土工（ICT）････････････････ Ⅱ- 1 - ② -31
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ② -31
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ② -31
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅱ- 1 - ② -32
4 　ICT建設機械経費加算額･･････ Ⅱ- 1 - ② -38
5 　その他ICT建設機械経費等････ Ⅱ- 1 - ② -38
6 　参考資料（掘削（ICT）
※〔ICT建機使用割合 100％〕）･･･ Ⅱ- 1 - ② -39

③　作業土工･･･････････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  1
③ - 1　床 掘 工･･････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  2
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  4

③ - 2　埋 戻 工 ･･････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  8
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  8

2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  8
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅱ- 1 - ③ -  8

④　人力運搬工･････････････････････ Ⅱ- 1 - ④ -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ④ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ④ -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅱ- 1 - ④ -  2

⑤　安定処理工･････････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  1
⑤ - 1　安定処理工････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  2

⑤ - 2　安定処理工（自走式土質改良工）････Ⅱ- 1 - ⑤ -  4
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  4
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  4
3 　自走式土質改良機設置・撤去工････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  4
4 　土質改良工･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  5
5 　単 価 表･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑤ -  6

⑥　土砂運搬工（不整地運搬車による運搬）
　   ･･･････････････････････････････････Ⅱ- 1 - ⑥ -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑥ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑥ -  1
3 　機種の選定･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑥ -  1
4 　機械の施工歩掛･････････････ Ⅱ- 1 - ⑥ -  1
5 　単 価 表･･･････････････････ Ⅱ- 1 - ⑥ -  3
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Ⅱ−1−⑥− ①  140①  140



① 141① 141 Ⅱ−1−①−1 ①  141①  141 Ⅱ−1−①−1

1．本表は体積（土量）より求めたＬ，Ｃである。
2．土（岩）の均しのみに関する土量変化率及び適用歩掛は，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を

参照のこと。



① 142① 142 Ⅱ−1−①−2 ①  142①  142 Ⅱ−1−①−2



① 143① 143 Ⅱ−1−①−3 ①  143①  143 Ⅱ−1−①−3

５．発生土・残土運搬に係る積算の考え方

土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。



① 144① 144 Ⅱ−1−①−4 ①  144①  144 Ⅱ−1−①−4

６．



① 145① 145 Ⅱ−1−②−1 ①  145①  145 Ⅱ−1−②−1



① 146① 146 Ⅱ−1−②−2 ①  146①  146 Ⅱ−1−②−2



① 147① 147 Ⅱ−1−②−3 ①  147①  147 Ⅱ－1－②－3



① 148① 148 Ⅱ−1−②−4 ①  148①  148 Ⅱ−1−②−4



① 149① 149 Ⅱ−1−②−5 ①  149①  149 Ⅱ−1−②−5



①  150①  150 Ⅱ−1−②−6 ①  150①  150 Ⅱ−1−②−6



① 151① 151 Ⅱ−1−②−7 ①  151①  151 Ⅱ−1−②−7

コード番号 ＳＰＡ 1 0 1



① 152① 152 Ⅱ−1−②−8 ①  152①  152 Ⅱ−1−②−8



① 153① 153 Ⅱ−1−②−9 ①  153①  153 Ⅱ−1−②−9

施工基面とはダンプ

トラック運搬時の

ダンプトラックのいる

高さの面をいう。

（畦畔つき土側溝については、土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照）



① 154① 154 Ⅱ−1−②−10 ①  154①  154 Ⅱ−1−②−10

（関連事項として，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと）



① 155① 155 Ⅱ−1−②−11 ①  155①  155 Ⅱ−1−②−11



① 156① 156 Ⅱ−1−②−12 ①  156①  156 Ⅱ−1−②−12



① 157① 157 Ⅱ−1−②−13 ①  157①  157 Ⅱ−1−②−13

コード番号 ＳＰＡ 1 0 5

10．床掘土を仮置する場合は，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。

７．



① 158① 158 Ⅱ−1−②−14 ①  158①  158 Ⅱ−1−②−14



① 159① 159 Ⅱ−1−②−15 ①  159①  159 Ⅱ−1−②−15



① 160① 160 Ⅱ−1−②−16 ①  160①  160 Ⅱ−1−②−16



①  161①  161 Ⅱ−1−②−17 ①  161①  161 Ⅱ−1−②−17



① 162① 162 Ⅱ−1−②−18 ①  162①  162 Ⅱ−1−②−18



①  163①  163 Ⅱ−1−②−19 ①  163①  163 Ⅱ−1−②−19



① 164① 164 Ⅱ−1−②−20 ①  164①  164 Ⅱ−1−②−20

コード番号 ＳＰＡ 1 0 9



①  165①  165 Ⅱ−1−②−21 ①  165①  165 Ⅱ−1−②−21



① 166① 166 Ⅱ−1−②−22 ①  166①  166 Ⅱ−1−②−22

コード番号 ＳＰＡ 1 1 3



①  167①  167 Ⅱ−1−②−23 ①  167①  167 Ⅱ−1−②−23



① 168① 168 Ⅱ−1−②−24 ①  168①  168 Ⅱ−1−②−24

コード番号 ＳＰＡ 1 1 7



①  169①  169 Ⅱ−1−②−25 ①  169①  169 Ⅱ−1−②−25



① 170① 170 Ⅱ−1−②−26 ①  170①  170 Ⅱ−1−②−26

コード番号 ＳＰＡ 1 2 1



①  171①  171 Ⅱ−1−②−27 ①  171①  171 Ⅱ−1−②−27

コード番号 ＳＰＡ 1 2 5



① 172① 172 Ⅱ−1−②−28 ①  172①  172 Ⅱ−1−②−28

コード番号 ＳＰＡ 1 3 7



①  173①  173 Ⅱ−1−②−29 ①  173①  173 Ⅱ−1−②−29

コード番号 ＳＰＡ 1 4 1



①  174①  174 Ⅱ−1−②−30 ①  174①  174 Ⅱ−1−②−30

1．路体盛土工，路床盛土工における盛土材料，作業土工等における埋戻材料又は置換工における置換
 材料等の購入に要する全ての費用（現場渡し単価又は土場渡し単価）を含む。
2．土量は締め固め後の土量とするが，①土量変化率等を考慮すること。

1．残土等処分は，構造物築造のために行う作業土工又は堀削工で生じた残土，地盤改良等で発生した
 汚泥，泥水等の処分場での処分に要する全ての費用を含む。
2．土量は地山土量とする。

コード番号 ＳＰＡ 1 2 9

コード番号 ＳＰＡ 1 3 3



① 175① 175 Ⅱ−1−②−31 ①  175①  175 Ⅱ−1−②−31



① 176① 176 Ⅱ−1−②−32 ①  176①  176 Ⅱ−1−②−32

コード番号 ＳＰＡ１０１ＩＣＴ



① 177① 177 Ⅱ−1−②−33 ①  177①  177 Ⅱ−1−②−33



① 178① 178 Ⅱ−1−②−34 ① 178① 178 Ⅱ−1−②−34

コード番号 ＳＰＡ１１３ＩＣＴ



① 179① 179 Ⅱ−1−②−35 ① 179① 179 Ⅱ−1−②−35



① 180① 180 Ⅱ−1−②−36 ① 180① 180 Ⅱ−1−②−36

コード番号 ＳＰＡ１１７ＩＣＴ



① 181① 181 Ⅱ−1−②−37 ①  181①  181 Ⅱ−1−②−37



①  182①  182 Ⅱ−1−②−38 ①  182①  182 Ⅱ−1−②−38

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 12 章 工事日数及び日当り作業量③作業日当り標準作業量」

のＩＣＴ標準作業量による。

（注）施工数量はＩＣＴ建機により施工する掘削土量とする。作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 12 章 

工事日数及び日当り作業量③作業日当り標準作業量」の標準作業量による。



① 183① 183 Ⅱ−1−②−39 ①  183①  183 Ⅱ−1−②−39

６.

６

６

10



① 184① 184 Ⅱ−1−③−1 ①  184①  184 Ⅱ−1−③−1



① 185① 185 Ⅱ−1−③−2 ①  185①  185 Ⅱ−1−③−2



①  186①  186 Ⅱ−1−③−3 ①  186①  186 Ⅱ−1−③−3



① 187① 187 Ⅱ−1−③−4 ①  187①  187 Ⅱ−1−③−4

コード番号 ＳＰＡ 1 6 1



① 188 Ⅱ−1−③−5 ①  188①  188 Ⅱ−1−③−5

９．土量は地山土量とする。

10．床掘土を仮置する場合は，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。

令和３年12月17日一部訂正



（２）代表機労材規格 

下表機労材は,当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

表３．３ 床掘り 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 

施工方法 

備考 標

準 

平均 

施工幅 

1m 以上 

2m 未満 

掘削 

深さ 

5m 超 

20m 以下 

掘削 

深さ 

20m 超 

左記 

以外 

(小規

模) 

現場 

制約 

あり 

機械 

K1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低

騒音型・排出ガス対策型（第 3 次基準値）］

山積 0.8m3（平積 0.6m3） 

○ 賃料 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回

型・超低騒音型・排出ガス対策型（第 3

次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3） 

○ 賃料 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回

型・排出 

ガス対策型（第 2 次基準値）］山積 0.28m3

（平積 0.2m3） 

○ 

クラムシェル［油圧ロープ式・クローラ

型］平積 0.8m3 
○ 

クラムシェル[油圧クラムシェル・テレス

コピック式] 

平積 0.4m3 

○ 

K2 

小型バックホウ（クローラ型）［標準型・

排出ガス 

対策型（第 1次基準値）］山積 0.08m3（平

積 0.06m3） 

◎ ○ 

K3 － 

労務 

R1 運転手（特殊） ○ ○ ○ ○ ○ 

R2 普通作業員 △ △ ○ ○ ○ ○ 

R3 特殊作業員 ◎ ○ 

R4 － 

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油 ○ ○ ○ ○ ○ 

Z2 － 

Z3 － 

Z4 － 

市場単価 S － 

※◎：障害有りの場合，△：土留方式無し以外の場合 

① 188-1 Ⅱ−1−③−5－１ 令和３年12月17日一部訂正



① 189① 189 Ⅱ−1−③−6 ①  189①  189 Ⅱ−1−③−6

コード番号 ＳＰＡ 1 6 5

コード番号 ＳＰＡ 1 6 9



① 190① 190 Ⅱ−1−③−7 ①  190①  190 Ⅱ−1−③−7

コード番号 ＳＰＡ 1 7 3



① 191① 191 Ⅱ−1−③−8 ①  191①  191 Ⅱ−1−③−8

コード番号 ＳＰＡ 1 8 1



① 192① 192 Ⅱ−1−③−9 ①  192①  192 Ⅱ−1−③−9

９．土量は締固め後の土量とする。



① 193① 193 Ⅱ−1−③−10 ①  193①  193 Ⅱ−1−③−10

コード番号 ＳＰＡ 1 8 5



① 194① 194 Ⅱ−1−④−1

Ⅱ-1-④-1

④ 人 力 運 搬 工

１． 適 用 範 囲 

本資料は，機械運搬が使用出来ない箇所において，小車を使用した人力運搬に適用する。 

なお，法勾配は 1：3.75（15度）以下の現場に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）人力運搬（積込み～運搬～取卸し）は，人力による積込み，小車による運搬，人力による取卸しに適用し，

人力運搬（運搬～取卸し）は，小車による運搬，人力による取卸しに適用する。 

（２）運搬対象は土砂（粘性土，砂，砂質土，レキ質土，岩塊・玉石混り土）とする。

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（１）人力運搬（積込み～運搬～取卸し）

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

（２）人力運搬（運搬～取卸し）

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

人

力

掘

削

（

床

掘

り

）

人

力

取

卸

人

力

運

搬

作

業

仮

置

き

人

力

積

込

人

力

取

卸

人

力

運

搬

作

業



① 195① 195 Ⅱ−1−④−2

Ⅱ-1-④-2 

３． 施工パッケージ 

３－１ 人力運搬（積込み～運搬～取卸し） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

表３．１ 人力運搬（積込み～運搬～取卸し） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

換算距離 

（表 3.2） 

（注）１．上表は，仮置きされた土砂の積込み～人力運搬～取卸しの一連作業の他，小車の損料等，

その施工に必要な全ての労務・材料費（損料を含む）を含む。 

２．地形等により高低差がある場合は，下記の式により補正した距離を適用する。また，複数

個所で積込み（または取卸し）をする場合は，その中心を起点（または終点）として水平距

離を算出する。 

Ｌ＝Ｈ＋ｈ×８ 

Ｌ：換算距離（ｍ） 

Ｈ：水平距離（ｍ） 

ｈ：高低差（ｍ） 

表３．２ 換算距離 

積算条件 区分 

換算距離 

20m以下 

40m以下 

60m以下 

80m以下 

100m以下 

120m以下 

140m以下 

160m以下 

180m以下 

200m以下 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は,当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

表３．３ 人力運搬（積込み～運搬～取卸し） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ － 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ － 

Ｒ３ － 

Ｒ４ － 

材料 

Ｚ１ － 

Ｚ２ － 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 

コード番号 ＳＰＡ２１１



①  196①  196 Ⅱ−1−④−3

Ⅱ-1-④-3 

３－２ 人力運搬（運搬～取卸し） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．４ 人力運搬（運搬～取卸し） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

換算距離 

（表 3.2） 

（注）１.上表は，人力掘削（床掘り）から人力運搬～取卸しの一連作業の他，小車の損料等，その施

工に必要な全ての労務・材料費（損料を含む）を含む。 

２．地形等により高低差がある場合は，下記の式により補正した距離を適用する。また，複数個

所で積込み（または取卸し）をする場合は，その中心を起点（または終点）として水平距離を

算出する。 

Ｌ＝Ｈ＋ｈ×８ 

Ｌ：換算距離（ｍ） 

Ｈ：水平距離（ｍ） 

ｈ：高低差（ｍ） 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は,当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．５ 人力運搬（運搬～取卸し） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ －  

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ －  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ －  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

コード番号 ＳＰＡ 2 1 7



① 197① 197 Ⅱ−1−⑤−1 ①  203①  203 Ⅱ−1−⑤−1

Ⅱ-1-⑤-1 

⑤ 安 定 処 理 工

⑤－１ 安 定 処 理 工

１． 適 用 範 囲 

本資料は，地盤改良工における安定処理に適用する。 

（１）スタビライザ混合 

現位置での路上混合作業で，混合深さ１ｍ以下，かつ１層までの混合に適用する。 

なお，１層の混合深さが１ｍを超える場合や２層以上混合する場合は，別途考慮する。 

（２）バックホウ混合 

現場条件によりスタビライザによる施工出来ない路床改良工事，及び構造物基礎の地盤改良工事で，１層の

混合深さが路床１ｍ以下・構造物基礎２ｍ以下における現位置での混合作業に適用する。 

なお，固化材はセメント系のみとし，路床改良における適用可能な現場条件とは次のいずれかに該当する箇

所とする。

① 施工現場が狭隘な場合

② 転石がある場合 

③ 移設出来ない埋設物がある場合 

２． 施 工 概 要

施工フローは，下記を標準とする。 

（１）スタビライザ混合

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。

２．養生中の飛散防止等の有無にかかわらず本施工パッケージを適用出来る。

（２）バックホウ混合 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

機

械
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入
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１
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搬
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敷
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固

化

材

散

布

敷
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し

締

固

め

　現場条件によりスタビライザによる施工が出来ない路床改良工事のうち１層の混合深さが路床１ｍ以下にお

ける現位置での混合作業 , 又は構造物基礎の地盤改良工事で１層の混合深さが２ｍ以下における現位置での混

合作業に適用する。

①  203①  203 Ⅱ−1−⑤−1

Ⅱ-1-⑤-1 

⑤ 安 定 処 理 工

⑤－１ 安 定 処 理 工

１． 適 用 範 囲

本資料は，地盤改良工における安定処理に適用する。

（１）スタビライザ混合

現位置での路上混合作業で，混合深さ１ｍ以下，かつ１層までの混合に適用する。 

なお，１層の混合深さが１ｍを超える場合や２層以上混合する場合は，別途考慮する。 

（２）バックホウ混合 

現場条件によりスタビライザによる施工出来ない路床改良工事，及び構造物基礎の地盤改良工事で，１層の

混合深さが路床１ｍ以下・構造物基礎２ｍ以下における現位置での混合作業に適用する。 

なお，固化材はセメント系のみとし，路床改良における適用可能な現場条件とは次のいずれかに該当する箇

所とする。 

① 施工現場が狭隘な場合

② 転石がある場合 

③ 移設出来ない埋設物がある場合

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（１）スタビライザ混合

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．養生中の飛散防止等の有無にかかわらず本施工パッケージを適用出来る。 

（２）バックホウ混合

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 
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①  198①  198 Ⅱ−1−⑤−2 ①  204①  204 Ⅱ−1−⑤−2

Ⅱ-1-⑤-2 

３． 施工パッケージ 

３－１ 安定処理 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 安定処理 積算条件区分一覧 

（積算単位：m2） 

使用機種 施工箇所 混合深さ 
固化材 100m2 当り 

使用量 
混合回数 

スタビライザ － 

0.6m 以下 

（実数入力） 

1 回 

2 回 

0.6m を超え 1m 以下 
1 回 

2 回 

バックホウ 

路床 1m 以下 － 

構造物基礎 
1m 以下 － 

1m を超え 2m 以下 － 

（注）１．上表は，地盤表層部もしくは路床，構造物基礎の改良材散布混合，敷均し・締固め，養生中の飛散防止（シ

ート掛け），現場内小運搬（スタビライザは 100ｍ程度の仮置場～現場，バックホウは 50m 程度の現場内小運

搬）等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料を含む）を含む。 

２．スタビライザ施工の混合回数は，消石灰・セメント系は１回，生石灰は２回を標準とする。ただし，土質

状態により，これにより難い場合は，別途考慮する。 

３．条件区分の「固化材 100m2 当り使用量」は，実数量（材料ロスを含んだ数量）とする。 

 

コード番号 ＳＰＡ 2 8 1



①  199①  199 Ⅱ−1−⑤−3 ①  205①  205 Ⅱ−1−⑤−3

Ⅱ-1-⑤-3 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は,当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 安定処理 代表機労材規格一覧 

使用機種 施工箇所 項目 代表機労材規格 備考 

スタビライザ － 

機械 

K1 

スタビライザ［路床改良用・排出ガス対策型（第 2 次基準

値）］処理深さ 0.6m×幅 2.0m 

混合深さ 0.6ｍ以下

の場合 

スタビライザ［路床改良用・排出ガス対策型（第 2 次基準

値）］処理深さ 1.2m×幅 2.0m 

混合深さ 0.6ｍを超

え 1ｍ以下の場合 

K2 
ブルドーザ湿地［低騒音型・排出ガス対策型（第 2 次基準

値）］7t 級 
賃料 

K3 
タイヤローラ［普通型・低騒音型・排出ガス対策型（第 3

次基準値）］ 運転質量 8～20t 
賃料 

労務 

R1 運転手(特殊)  

R2 普通作業員  

R3 土木一般世話役  

R4 －  

材料 

Z1 セメント系固化材 一般軟弱土用・フレコン・1t パック  

Z2 軽油 1.2 号 パトロール給油  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

バックホウ 路床 

機械 

K1 
バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・クレーン

機能付き・排出ガス対策型（第 3 次基準値）］ 山積 0.45m3

（平積 0.35m3）吊能力 2.9t  

賃料 

K2 
タイヤローラ［普通型・低騒音型・排出ガス対策型（第 3

次基準値）］ 運転質量 8～20t 
賃料 

K3 －  

労務 

R1 運転手(特殊)  

R2 普通作業員  

R3 土木一般世話役  

R4 －  

材料 

Z1 セメント系固化材 一般軟弱土用・フレコン・1t パック  

Z2 軽油 1.2 号 パトロール給油  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

バックホウ 
構造物 
基 礎 

機械 

K1 
バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・クレーン

機能付き・排出ガス対策型（第 3 次基準値）］山積 0.8m3(平

積 0.6m3)吊能力 2.9t 

賃料 

K2 振動ローラ（舗装用）［ハンドガイド式］運転質量 0.8～1.1t 賃料 

K3 －  

労務 

R1 土木一般世話役  

R2 運転手（特殊）  

R3 特殊作業員  

R4 普通作業員  
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Z1 セメント系固化材 一般軟弱土用・フレコン・1t パック  

Z2 軽油 1.2 号 パトロール給油  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・クレーン

機能付き・排出ガス対策型（第3 次基準値）］ 山積0.45m3

（平積 0.35m3）吊能力 2.9t

ブルドーザ湿地［低騒音型・排出ガス対策型（第 2 次基準

値）］7t 級
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Ⅱ−2−①− ①  210①  210



① 211① 211 Ⅱ−2−①−1 ①  217①  217 Ⅱ−2−①−1



① 212① 212 Ⅱ−2−①−2 ①  218①  218 Ⅱ−2−①−2



① 213① 213 Ⅱ−2−①−3 ①  219①  219 Ⅱ−2−①−3



① 214① 214 Ⅱ−2−①−4 ①  220①  220 Ⅱ−2−①−4

コード番号 ＳＰＡ 3 0 1



① 215① 215 Ⅱ−2−①−5 ①  221①  221 Ⅱ−2−①−5



① 216① 216 Ⅱ−2−①−6 ①  222①  222 Ⅱ−2−①−6



① 217① 217 Ⅱ−2−①−7 ①  223①  223 Ⅱ−2−①−7

コード番号 ＳＰＡ 3 0 1 I C T



① 218① 218 Ⅱ−2−①−8 ①  224①  224 Ⅱ−2−①−8

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 12 章 工事日数及び日当り作業量 ③作業日当り標準作業量」

による。



① 219① 219 Ⅱ−2−①−9 ①  225①  225 Ⅱ−2−①−9



① 220① 220 Ⅱ−2−①−10 ①  226①  226 Ⅱ−2−①−10

コード番号 ＳＰＡ 3 0 5



① 221① 221 Ⅱ−2−①−11 ①  227①  227 Ⅱ−2−①−11

１－１ 適　用　範　囲

１－２ 施　工　概　要



① 222① 222 Ⅱ−2−①−12 ①  228①  228 Ⅱ−2−①−12

１－３ 機 種 の 選 定

１－４ 編　成　人　員

１－５ 日当り施工量

１－６ 諸　　雑　　費



① 223① 223 Ⅱ−2−①−13 ①  229①  229 Ⅱ−2−①−13

１－７ 敷　　砂　　利

１－８ 中　　詰　　工



① 224① 224 Ⅱ−2−①−14 ① 230① 230 Ⅱ−2−①−14

１－９ 足　　場　　工

２－１ 適　用　範　囲

２－２ 施　工　概　要

２－３ 施工方法の選定



①  225①  225 Ⅱ−2−①−15 ① 231① 231 Ⅱ－2－①－15

3.8

8.8

3.9

2.7

4 1



① 226① 226 Ⅱ−2−①−16 ① 232① 232 Ⅱ−2−①−16

２－８ 中　　詰　　工

２－９ 型　　枠　　工

２－10 鉄　　筋　　工

２－11 足　　場　　工



① 227① 227 Ⅱ−2−①−17 ① 233① 233 Ⅱ−2−①−17

コード番号 Ｓ 1 2 3 0

コード番号 Ｓ 1 2 3 1

コード番号 Ｓ 1 2 3 4



① 228① 228 Ⅱ−2−①−18 ① 234① 234 Ⅱ−2−①−18

コード番号 Ｓ 1 2 3 8

コード番号 Ｓ 1 2 3 7

コード番号 Ｓ 1 2 3 6

コード番号 Ｓ 1 2 3 5



①  229①  229 Ⅱ−2−①−19 ① 235① 235 Ⅱ－2－①－19

7.2

コード番号 Ｓ 1 2 5 0

コード番号 Ｓ 1 2 3 9

コード番号 Ｓ 1 9 1 1

コード番号 Ｓ 1 2 3 3

令和3年4月1日一部改正



① 230① 230 Ⅱ−2−①−20 ① 236① 236 Ⅱ−2−①−20

コード番号 Ｓ 1 2 3 2



① 231① 231 Ⅱ−2−①−21 ①  237①  237 Ⅱ−2−①−21



① 232① 232 Ⅱ−2−①−22 ①  238①  238 Ⅱ−2−①−22



① 233① 233 Ⅱ−2−①−23 ①  239①  239 Ⅱ−2−①−23



① 234① 234 Ⅱ−2−①−24 ①  240①  240 Ⅱ−2−①−24



① 235① 235 Ⅱ−2−①−25 ①  241①  241 Ⅱ−2−①−25

コード番号 ＳＰＡ 3 6 5



① 236① 236 Ⅱ−2−①−26 ①  242①  242 Ⅱ−2−①−26



① 237① 237 Ⅱ−2−①−27 ①  243①  243 Ⅱ−2−①−27



① 238① 238 Ⅱ−2−①−28 ①  244①  244 Ⅱ−2−①−28

コード番号 ＳＰＡ 3 7 1



① 239① 239 Ⅱ−2−①−29 ①  245①  245 Ⅱ−2−①−29

コード番号 ＳＰＡ 3 7 2

コード番号 ＳＰＡ 3 7 5



① 240① 240 Ⅱ−2−①−30 ①  246①  246 Ⅱ−2−①−30

コード番号 ＳＰＡ 3 7 6



① 241① 241 Ⅱ−2−①−31 ①  247①  247 Ⅱ－2－①－31

コード番号 ＳＰＡ 3 8 1
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①  247①  247 Ⅱ－2－①－31

コード番号 ＳＰＡ 3 8 1

施工する

目
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け
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清
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２�．法面清掃は，法面のゴミ，浮き石等を除去し，地山と人工張芝（ネット又はワラ付張芝）と

の付着を良好にする作業とする。

３．かけ土は必要に応じて別途計上する。

①  247①  247 Ⅱ－2－①－31

コード番号 ＳＰＡ 3 8 1

施工する

目

串

打

込

か

け

土

法

面

清

掃

人

工

張

芝

の

張

立

１�．法面清掃，人工張芝の張立，目串打込，現場内小運搬等，その施工に必要な全ての機械・労務・

材料費 (損料等を含む )を含む。

２．法面整形は含まない。

３．落下防止，姿勢維持のための仮設ロープ等を使用する場合は別途計上する。

４．人工張芝の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋ 0.14）



① 242① 242 Ⅱ−2−②−1 ①  248①  248 Ⅱ−2−②−1

なお、裏込材・切込基礎の使用材料については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。



① 243① 243 Ⅱ−2−②−2 ①  249①  249 Ⅱ−2−②−2

コード番号 ＳＰＡ 3 9 1



① 244① 244 Ⅱ−2−②−3 ①  250①  250 Ⅱ−2−②−3

コード番号 ＳＰＡ 3 9 5



① 245① 245 Ⅱ−2−③−1 ①  251①  251 Ⅱ−2−③−1



① 246① 246 Ⅱ−2−③−2 ①  252①  252 Ⅱ−2−③−2

（１）土木工事標準単価方式による間知ブロック積工（勾配１割未満，ブロック質量 150 ㎏／個未満）（第Ⅵ

編第１章土木工事標準単価⑤コンクリートブロック積工）の場合

なお，土木工事標準単価方式が適用できない場合（JISタイプ以外を使用する場合等）は，土木工事標

　　準積算基準〔Ⅲ〕による。



① 247① 247 Ⅱ−2−③−3 ①  253①  253 Ⅱ−2−③−3



① 248① 248 Ⅱ−2−③−4 ①  254①  254 Ⅱ−2−③−4
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① 249① 249 Ⅱ−2−③−5 ①  255①  255 Ⅱ−2−③−5

コード番号 ＳＰＡ 4 1 9

５．裏込材投入転圧又は胴込材投入転圧は，「３－ 10 胴込・裏込材（砕石）」より計上する。

①  255①  255 Ⅱ−2−③−5

コード番号 ＳＰＡ 4 1 9

６.

SD295 D13

SD295 D16



① 250① 250 Ⅱ−2−③−6 ①  256①  256 Ⅱ−2−③−6

コード番号 ＳＰＡ 4 2 1

３．裏込材投入転圧又は胴込材投入転圧は，「３－ 10 胴込・裏込材（砕石）」より計上する。

①  256①  256 Ⅱ−2−③−6

コード番号 ＳＰＡ 4 2 1

４

５

６



① 251① 251 Ⅱ−2−③−7 ①  257①  257 Ⅱ−2−③−7

コード番号 ＳＰＡ 4 1 1

７．養生が必要な場合は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」により別途計上する。



① 252① 252 Ⅱ−2−③−8 ①  258①  258 Ⅱ−2−③−8



① 253① 253 Ⅱ−2−③−9 ①  259①  259 Ⅱ−2−③−9

７．敷モルタルを施工する場合は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工　モルタル練」により別途計上する。

コード番号 ＳＰＡ 4 2 3



① 254① 254 Ⅱ−2−③−10 ①  260①  260 Ⅱ−2−③−10



① 255① 255 Ⅱ−2−③−11 ①  261①  261 Ⅱ−2−③−11

コード番号 ＳＰＡ 4 2 7



① 256① 256 Ⅱ−2−③−12 ①  262①  262 Ⅱ−2−③−12

６．養生が必要な場合は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」により別途計上する。

７．胴込・裏込コンクリート使用量については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこ

　と。

コード番号 ＳＰＡ 4 3 1



① 257① 257 Ⅱ−2−③−13 ①  263①  263 Ⅱ−2−③−13



① 258① 258 Ⅱ−2−③−14 ①  264①  264 Ⅱ−2−③−14

コード番号 ＳＰＡ 4 3 2

コード番号 ＳＰＡ 4 3 9

コード番号 ＳＰＡ 4 4 3



① 259① 259 Ⅱ−2−③−15 ①  265①  265 Ⅱ−2−③−15



① 260① 260 Ⅱ−2−③−16 ①  266①  266 Ⅱ−2−③−16

コード番号 ＳＰＡ 4 4 7



① 261① 261 Ⅱ−2−③−17 ①  267①  267 Ⅱ−2−③−17

コード番号 ＳＰＡ 4 5 1



① 262① 262 Ⅱ−2−③−18 ①  268①  268 Ⅱ−2−③−18

コード番号 ＳＰＡ 4 5 5



① 263① 263 Ⅱ−2−③−19 ①  269①  269 Ⅱ−2−③−19

コード番号 ＳＰＡ 4 5 9



① 264① 264 Ⅱ−2−③−20 ①  270①  270 Ⅱ−2−③−20

コード番号 ＳＰＡ 4 6 3



① 265① 265 Ⅱ−2−③−21 ①  271①  271 Ⅱ−2−③−21

５.基礎砕石が必要な場合は，「第Ⅱ編第２章②基礎・裏込砕石工」により別途計上する。

コード番号 ＳＰＡ 4 1 5



① 266① 266 Ⅱ−2−③−22 ①  272①  272 Ⅱ−2−③−22

コード番号 ＳＰＡ 4 6 5

コード番号 ＳＰＡ 4 6 6



①  267①  267 Ⅱ−2−③−23 ①  273①  273 Ⅱ−2−③−23

４



① 268① 268 Ⅱ−2−③−24 ①  274①  274 Ⅱ−2−③−24



① 269① 269 Ⅱ−2−③−25 ①  275①  275 Ⅱ−2−③−25



① 270① 270 Ⅱ−2−④−1 ①  276①  276 Ⅱ−2−④−1



① 271① 271 Ⅱ−2−④−2 ①  277①  277 Ⅱ−2−④−2



① 272① 272 Ⅱ−2−④−3 ①  278①  278 Ⅱ−2−④−3



① 273① 273 Ⅱ−2−④−4 ①  279①  279 Ⅱ−2−④−4

コード番号 ＳＰＡ 4 7 5



① 274① 274 Ⅱ−2−④−5 ①  280①  280 Ⅱ−2−④−5



① 275① 275 Ⅱ−2−④−6 ①  281①  281 Ⅱ−2−④−6

コード番号 ＳＰＡ 4 7 9



① 276① 276 Ⅱ−2−④−7 ①  282①  282 Ⅱ−2−④−7

コード番号 ＳＰＡ 4 8 3



① 277① 277 Ⅱ−2−④−8 ①  283①  283 Ⅱ−2−④−8

３

３

コード番号 ＳＰＡ 4 8 4

コード番号 ＳＰＡ 4 8 7



① 278① 278 Ⅱ−2−④−9 ①  284①  284 Ⅱ−2−④−9

コード番号 ＳＰＡ 4 9 1３



① 279① 279 Ⅱ−2−④−10 ①  285①  285 Ⅱ−2−④−10



① 280① 280 Ⅱ−2−④−11 ①  286①  286 Ⅱ−2−④−11



① 281① 281 Ⅱ−2−④−12 ①  287①  287 Ⅱ−2−④−12

コード番号 ＳＰＡ 4 9 5



① 282① 282 Ⅱ−2−④−13 ①  288①  288 Ⅱ−2−④−13

コード番号 ＳＰＡ 4 9 6



① 283① 283 Ⅱ−2−⑤−1 ①  289①  289 Ⅱ−2−⑤−1

①  289①  289 Ⅱ−2−⑤−1

Ⅱ-2-⑤-1 

⑤ 場所打擁壁工

⑤－１ 場所打擁壁工（１）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，擁壁工における擁壁に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 小型擁壁 

（１）擁壁平均高さが 0.5m以上 1.0m以 

下の小型擁壁

（２）コンクリート打設地上高さが施工

基面より上の場合,打設地上高さ 0m 

以上 2.5m以下,且つ水平打設距離 

4.5m以下 

（３）コンクリート打設地上高さが施工

基面より下の場合,打設地上高さ-7.0m

以上 0m未満,且つ水平打設距離 3.5m

以下

参考図（バックホウによるコンクリート打設範囲） 

１－１－２ 重力式擁壁

（１）擁壁平均高さが 1.0mを超え 5.0m以下の重力式擁壁

（２）コンクリート打設機械からの圧送管延長距離が 280m以下の場合

（３）圧送コンクリートのスランプ値が 8～12cm,粗骨材の最大寸法が 40mm以下の場合

１－１－３ もたれ式擁壁

（１）擁壁平均高さが 3.0m以上 8.0m以下のもたれ式擁壁

（２）コンクリート打設機械からの圧送管延長距離が 280m以下の場合

（３）圧送コンクリートのスランプ値が 8～12cm,粗骨材の最大寸法が 40mm以下の場合

１－１－４ 逆Ｔ型擁壁

（１）擁壁平均高さが 3.0m以上 10.0m以下の逆Ｔ型擁壁

（２）使用鉄筋量が 0.04t/m3以上 0.14t/m3未満の場合

（３）鉄筋規格が SD345 D13から SD345 D32の場合

（４）コンクリート打設機械からの圧送管延長距離が 280m以下の場合

（５）圧送コンクリートのスランプ値が 8～12cm,粗骨材の最大寸法が 40mm以下の場合

１－１－５ Ｌ型擁壁

（１）擁壁平均高さが 3.0m以上 7.0m以下のＬ型擁壁

（２）使用鉄筋量が 0.04t/m3以上 0.14t/m3未満の場合

（３）鉄筋規格が SD345 D13から SD345 D32の場合

（４）コンクリート打設機械からの圧送管延長距離が 280m以下の場合

（５）圧送コンクリートのスランプ値が 8～12cm,粗骨材の最大寸法が 40mm以下の場合

また，本項の適用を外れる現場打擁壁工については, 場所打擁壁工（２）を適用する。
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５



① 284① 284 Ⅱ−2−⑤−2 ①  290①  290 Ⅱ−2−⑤−2



① 285① 285 Ⅱ−2−⑤−3 ①  291①  291 Ⅱ−2−⑤−3



① 286① 286 Ⅱ−2−⑤−4 ①  292①  292 Ⅱ−2−⑤−4



① 287① 287 Ⅱ−2−⑤−5 ①  293①  293 Ⅱ−2−⑤−5

コード番号 ＳＰＡ 5 0 1

　積算条件区分一覧

①  293①  293 Ⅱ−2−⑤−5

コード番号 ＳＰＡ 5 0 1

　�（一般養生，特殊養生（練炭），特殊養生（ｼﾞｪｯﾄﾋｰﾀ）），コンクリートバケットへのコンクリート

積込及び玉掛作業を行う機械付補助労務，ペーラインコンクリートの施工の他，雑機械器具（コンク

リートバイブレータ，工事用水中モータポンプ，電気ドリル，電気ノコギリ，シュート，ホッパ等）

の損料等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。ただし，化粧型枠

は含まない。

２．コンクリート打設に使用するバケットの容量は 0.3 ㎥を標準とする。

３．

４．

５．

６．

７．

８．

８



① 288① 288 Ⅱ−2−⑤−6 ①  294①  294 Ⅱ－2－⑤－6

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・クレー
ン機能付き・排出ガス対策型（2011 年規制）］山積0.45m3（平積
0.35m3）吊能力2.9t

業務用可搬型ヒータ［ジェットヒータ］［油だき・熱風・直火型]
熱出力126MJ／h（30,100kcal／h）油種 灯油

・特殊養生(ｼﾞｪｯﾄﾋ
ｰﾀ)の場合
・賃料

Ⅱ-2-⑤-6 

表３．３ コンクリート規格

積算条件 区分

コンクリート規格

21-8-25(20)（普通） 18-8-40(高炉) 

21-12-25(20)（普通） 18-12-40(高炉) 

24-8-25(20)（普通） 21-8-40(高炉) 

24-12-25(20)（普通） 21-12-40(高炉) 

27-8-25(20)（普通） 24-8-40(高炉) 

27-12-25(20)（普通） 24-12-40(高炉) 

18-8-40(普通) 21-8-25（早強）

18-12-40(普通) 21-12-25（早強）

21-8-40(普通) 24-8-25（早強）

21-12-40(普通) 24-12-25（早強）

24-8-40(普通) 18-8-25(高炉) 

24-12-40(普通) 18-12-25(高炉) 

21-8-25(20)（高炉） 各種

21-12-25(20)（高炉）

24-8-25(20)（高炉）

24-12-25(20)（高炉）

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．４ 小型擁壁 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・クレ

ーン機能付き・排出ガス対策型（2011年規制）］山積 0.45m3（平

積 0.35m3）吊能力 2.9t 

Ｋ２ 
業務用可搬型ヒータ［ジェットヒータ］［油だき・熱風・直火型] 

熱出力 126MJ／h（30,100kcal／h）油種 灯油 

・特殊養生(ｼﾞｪｯﾄﾋ

ｰﾀ)の場合 

・賃料

Ｋ３ - 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 型わく工 

Ｒ３ 土木一般世話役 

Ｒ４ 特殊作業員 

材料 

Ｚ１ 生コンクリート 高炉 18-8-25（20）W／C 60％ 

Ｚ２ 灯油 白灯油 業務用 ミニローリー 
特殊養生(ｼﾞｪｯﾄﾋｰ

ﾀ)の場合

Ｚ３ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ４ - 

市場単価 Ｓ -



① 289① 289 Ⅱ−2−⑤−7 ①  297①  297 Ⅱ−2−⑤−9

コード番号 ＳＰＡ 5 1 1
２

５

コギリ，シュート，ホッパ等）の損料，コンクリートポンプ車のホースの筒先作業等を行う機械付補助

労務等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。ただし ,化粧型枠は含

まない。

①  297①  297 Ⅱ−2−⑤−9

コード番号 ＳＰＡ 5 1 1

８

6



① 290① 290 Ⅱ−2−⑤−8 ①  298①  298 Ⅱ−2−⑤−10

８

７

６



① 291① 291 Ⅱ−2−⑤−9 ①  299①  299 Ⅱ−2−⑤−11

コード番号 ＳＰＡ 5 1 3３

８

6

モータポンプ，電気ドリル，電気ノコギリ，シュート，ホッパ等）の損料，コンクリートポンプ車のホー

スの筒先作業等を行う機械付補助労務等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）

を含む。ただし ,化粧型枠は含まない。

①  299①  299 Ⅱ−2−⑤−11

コード番号 ＳＰＡ 5 1 3



① 292① 292 Ⅱ−2−⑤−10 ①  300①  300 Ⅱ−2−⑤−12

８

９



① 293① 293 Ⅱ−2−⑤−11 ①  301①  301 Ⅱ−2−⑤−13

コード番号 ＳＰＡ 5 1 5
４

10

11 6

用水中モータポンプ，電気ドリル，電気ノコギリ，シュート，ホッパ等）の損料，コンクリートポンプ

車のホースの筒先作業等を行う機械付補助労務等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料

等を含む）を含む。ただし，化粧型枠は含まない。

①  301①  301 Ⅱ−2−⑤−13

コード番号 ＳＰＡ 5 1 5

８



① 294① 294 Ⅱ−2−⑤−12 ①  302①  302 Ⅱ−2−⑤−14

11

12



① 295① 295 Ⅱ−2−⑤−13 ①  303①  303 Ⅱ−2−⑤−15

コード番号 ＳＰＡ 5 1 7
５

13

11 6

水中モータポンプ，電気ドリル，電気ノコギリ，シュート，ホッパ等）の損料，コンクリートポンプ車

のホースの筒先作業等を行う機械付補助労務等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等

を含む）を含む。ただし，化粧型枠は含まない。

①  303①  303 Ⅱ−2−⑤−15

コード番号 ＳＰＡ 5 1 7

８



① 296① 296 Ⅱ−2−⑤−14 ①  304①  304 Ⅱ−2−⑤−16

14



① 297① 297 Ⅱ−2−⑤−15 ①  305①  305 Ⅱ−2−⑤−17

コード番号 ＳＰＡ 5 2 1

６

７

８

９

10

16

15



① 298① 298 Ⅱ−2−⑤−16 ①  306①  306 Ⅱ−2−⑤−18

コード番号 ＳＰＡ 5 2 5



① 299① 299 Ⅱ−2−⑤−17 ①  307①  307 Ⅱ−2−⑤−19



① 300① 300 Ⅱ−2−⑥−1 ①  308①  308 Ⅱ−2−⑥−1



① 301① 301 Ⅱ−2−⑥−2 ①  309①  309 Ⅱ−2−⑥−2

コード番号 ＳＰＡ 5 3 1



① 302① 302 Ⅱ−2−⑥−3 ①  310①  310 Ⅱ−2−⑥−3



① 303① 303 Ⅱ−2−⑦−1 ①  311①  311 Ⅱ−2−⑦−1



① 304① 304 Ⅱ−2−⑦−2 ①  312①  312 Ⅱ−2−⑦−2



① 305① 305 Ⅱ−2−⑦−3 ①  313①  313 Ⅱ−2−⑦−3

コード番号 ＳＰＡ 5 4 1

コード番号 ＳＰＡ 5 4 2



① 306① 306 Ⅱ−2−⑦−4 ①  314①  314 Ⅱ−2−⑦−4

コード番号 ＳＰＡ 5 4 4

コード番号 ＳＰＡ 5 4 5



① 307① 307 Ⅱ−2−⑦−5 ①  315①  315 Ⅱ−2−⑦−5

コード番号 ＳＰＡ 5 4 7



① 308① 308 Ⅱ−2−⑦−6 ①  316①  316 Ⅱ−2−⑦−6



① 309① 309 Ⅱ−2−⑧−1 ①  317①  317 Ⅱ−2−⑧−1



① 310① 310 Ⅱ−2−⑧−2 ①  318①  318 Ⅱ−2−⑧−2

コード番号 ＳＰＡ 5 5 1

コード番号 ＳＰＡ 5 5 2



① 311① 311 Ⅱ−2−⑧−3 ①  319①  319 Ⅱ−2−⑧−3

コード番号 ＳＰＡ 5 5 8



① 312① 312 Ⅱ−2−⑧−4 ①  320①  320 Ⅱ−2−⑧−4

コード番号 ＳＰＡ 5 6 0

コード番号 ＳＰＡ 5 5 5



① 313① 313 Ⅱ−2−⑧−5 ①  321①  321 Ⅱ−2−⑧−5



① 314① 314 Ⅱ−2−⑧−6 ①  322①  322 Ⅱ−2−⑧−6



① 315① 315 Ⅱ−2−⑧−7 ①  323①  323 Ⅱ−2−⑧−7



① 316① 316 Ⅱ−2−⑨−1 ①  324①  324 Ⅱ−2−⑨−1

⑨ 構造物補修工



① 317① 317 Ⅱ−2−⑨−2 ①  325①  325 Ⅱ−2−⑨−2



① 318① 318 Ⅱ−2−⑨−3 ①  326①  326 Ⅱ−2−⑨−3



① 319① 319 Ⅱ−2−⑨−4 ①  327①  327 Ⅱ−2−⑨−4



① 320① 320 Ⅱ−2−⑨−5 ①  328①  328 Ⅱ−2−⑨−5



① 321① 321 Ⅱ−2−⑨−6 ①  329①  329 Ⅱ−2−⑨−6



① 322① 322 Ⅱ−2−⑨−7 ①  330①  330 Ⅱ−2−⑨−7



① 323① 323 Ⅱ−2−⑨−8 ①  331①  331 Ⅱ−2−⑨−8

鉄筋防錆処理を含む）

コンクリートはつり（カッター工含む），鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理，左官（プライマー含む），仕上げの

歩掛は，次表を標準とする。

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む）

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む）

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない）

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない）

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない）

（プライマー含む），仕上げの歩掛は，次表を標準とする。



① 324① 324 Ⅱ−2−⑨−9 ①  332①  332 Ⅱ−2−⑨−9

１．Ｄ1：１構造物当り施工数量

２．構造物で鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む作業と含まない作業が混在する場合，別途考慮

　する。

３．構造物で鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む作業と含まない作業が混在する場合，別途考慮

　する。

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む）１構造物当り単価表

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む）１構造物当り単価表

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない



① 325① 325 Ⅱ−2−⑨−10 ①  333①  333 Ⅱ−2−⑨−10

１．Ｄ3：１構造物当り施工数量

２．構造物で鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む作業と含まない作業が混在する場合，別途考慮

　する。

１．Ⅴ：１構造物当り修復延べ体積(㎥)

２．Ｄ4：0.1㎥当りの施工数量

３．構造物で鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含む作業と含まない作業が混在する場合，別途考慮

　する。

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない）１構造物当り単価表

（鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理を含まない）１構造物当り単価表



① 326① 326 Ⅱ−2−⑩−1 ①  334①  334 Ⅱ−2−⑩−1

（３）規格が「フランジ型円形」，「ラップ型円形」の場合

（３）規格が「Ａ形」の場合

①  334①  334 Ⅱ−2−⑩−1



① 327① 327 Ⅱ−2−⑩−2 ①  335①  335 Ⅱ−2−⑩−2

（２）規格が「フランジ型円形」，「ラップ型円形」以外の場合

（３）さや管工法（既設管路内設置）を行う場合

（２）規格が「Ａ形」以外の場合

①  335①  335 Ⅱ−2−⑩−2



① 328① 328 Ⅱ−2−⑩−3 ①  336①  336 Ⅱ−2−⑩−3



① 329① 329 Ⅱ−2−⑩−4 ①  337①  337 Ⅱ−2−⑩−4



① 330① 330 Ⅱ−2−⑩−5 ①  338①  338 Ⅱ−2−⑩−5

コード番号 ＳＰＡ 5 8 1



① 331① 331 Ⅱ−2−⑩−6 ①  339①  339 Ⅱ−2−⑩−6



① 332① 332 Ⅱ−2−⑩−7 ①  340①  340 Ⅱ−2−⑩−7



① 333① 333 Ⅱ−2−⑩−8 ①  341①  341 Ⅱ−2−⑩−8

コード番号 ＳＰＡ 5 8 5



① 334① 334 Ⅱ−2−⑩−9 ①  342①  342 Ⅱ−2−⑩−9



① 335① 335 Ⅱ−2−⑩−10 ①  343①  343 Ⅱ−2−⑩−10



① 336① 336 Ⅱ−2−⑩−11 ①  344①  344 Ⅱ−2−⑩−11



① 337① 337 Ⅱ−2−⑩−12 ①  345①  345 Ⅱ−2−⑩−12

７. フィルター材については，３－４フィルター材により別途計上する。

コード番号 ＳＰＡ 5 8 9



① 338① 338 Ⅱ−2−⑩−13 ①  346①  346 Ⅱ−2−⑩−13



① 339① 339 Ⅱ−2−⑩−14 ①  347①  347 Ⅱ−2−⑩−14

コード番号 ＳＰＡ 5 9 3



① 340① 340 Ⅱ−2−⑩−15 ①  348①  348 Ⅱ−2−⑩−15

コード番号 ＳＰＡ 5 9 7



① 341① 341 Ⅱ−2−⑩−16 ①  349①  349 Ⅱ−2−⑩−16

コード番号 ＳＰＡ 6 0 1



① 342① 342 Ⅱ−2−⑩−17 ①  350①  350 Ⅱ−2−⑩−17



① 343① 343 Ⅱ−2−⑩−18 ①  351①  351 Ⅱ−2−⑩−18

コード番号 ＳＰＡ 6 0 2

コード番号 ＳＰＡ 6 0 5



① 344① 344 Ⅱ−2−⑩−19 ①  352①  352 Ⅱ−2−⑩−19



① 345① 345 Ⅱ−2−⑩−20 ①  353①  353 Ⅱ−2−⑩−20

コード番号 ＳＰＡ 6 0 9



① 346① 346 Ⅱ−2−⑩−21 ①  354①  354 Ⅱ−2−⑩−21

６.「円形断面以外」の場合は ,「第Ⅱ編第 2章共通工②基礎・裏込砕石工」により基礎砕石を，

　　別途計上する。

コード番号 ＳＰＡ 6 1 3



① 347① 347 Ⅱ−2−⑩−22 ①  355①  355 Ⅱ−2−⑩−22



① 348① 348 Ⅱ−2−⑩−23 ①  356①  356 Ⅱ−2−⑩−23

コード番号 ＳＰＡ 6 1 7

６．ＰＣ管の材料費は，別途計上する。

①  356①  356 Ⅱ−2−⑩−23

コード番号 ＳＰＡ 6 1 7



① 349① 349 Ⅱ−2−⑩−24 ①  357①  357 Ⅱ－2－⑩－24



① 350① 350 Ⅱ−2−⑩−25

①  358①  358 Ⅱ－2－⑩－25

コード番号 ＳＰＡ 6 2 1

800mm 以上
1200mm 以下

1,200mm を超え
1,800mm 以下

2,000mm 以上
2,500mm 以下

2,500mm を超え
3,000mm 以下

3,000mm を超え
3,500mm 以下

3,500mm を超え
4,500mm 以下

３－ 12 ＰＣ管（材料費）

（１）条件区分

ＰＣ管（材料費）における積算条件区分はない。

積算単位は，ｍとする。

（注）１�．上表は，コルゲートパイプの設置，現場内小運搬，組立 (据付時 )，解体 (撤去時 )等，

その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

２�．床掘り，基礎（均しコンクリート，基礎砕石），埋戻しは含まない。

　３�．パッキングの有無にかかわらず適用できる。ただし，パッキング材料費は含まれていな

いため、別途計上する。

　４�．パッキング以外のペービング，パイプ内足場等の補助工法については，必要な費用を別

途計上する。

13

1,200

コード番号 ＳＰＡ 6 1 8



① 351① 351 Ⅱ−2−⑩−26

Ⅱ-2-⑩-26

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．33 コルゲートパイプ 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［後方超小

旋回型・低騒音型・クレーン機能付

き・排出ガス対策型（第 3次基準値）］

山積 0.45m3（平積 0.35m3）吊能力 2.9t 

賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 特殊作業員 

Ｒ３ 土木一般世話役 

Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 

Ｚ１ 

コルゲートパイプ 円形 1形 1,000mm

板厚 2.7mm

作業区分が据付又は据付・撤去，規格がフランジ

型,パイプ径が 800～1,200mmの場合 

コルゲートパイプ 円形 1形 1,500mm

板厚 3.2mm

作業区分が据付又は据付・撤去，規格がフランジ

型,パイプ径が 1,200を超え 1,800mm以下の場合 

コルゲートパイプ 円形 2形 2,500mm

板厚 4.5mm

作業区分が据付又は据付・撤去，規格がラップ型，

パイプ径が 2,000mm以上 2,500mm以下の場合 

コルゲートパイプ 円形 2形 3,000mm

板厚 4.5mm

作業区分が据付又は据付・撤去，規格がラップ型，

パイプ径が 2,500mmを超え 3,000mm以下の場合 

コルゲートパイプ 円形 2形 3,500mm

板厚 4.5mm

作業区分が据付又は据付・撤去，規格がラップ型，

パイプ径が 3,000mmを超え 3,500mm以下の場合 

コルゲートパイプ 円形 2形 4,000mm

板厚 4.5mm

作業区分が据付又は据付・撤去，規格がラップ型，

パイプ径が 3,500mmを超え 4,500mm以下の場合 

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 



① 352① 352 Ⅱ−2−⑩−27 ①  360①  360 Ⅱ−2−⑩−27

コード番号 ＳＰＡ 6 2 5

Ⅱ-2-⑩-27

３－14 コルゲートフリューム 

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．34 コルゲートフリューム 積算条件区分一覧 

（積算単位：ｍ） 

作業区分 規格 

（表 3.32） 

350×350mm以上 

550×550mm以下 

550×550mmを超え 

750×750mm以下 

（注）１．上表は，コルゲートフリュームの設置，現場内小運搬，組立(据付時)，解体(撤去時)等，

その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．床掘り，基礎（均しコンクリート，基礎砕石），埋戻しは含まない。 

３．パッキングの有無にかかわらず適用できる。ただし，パッキング材料費は含まれていな

いため、別途計上する。 

４．パッキング以外のすべり防止，止水壁，浮上り防止等の補助工法については、必要な費

用を別途計上する。 

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．35 コルゲートフリューム 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［後方超

小旋回型・低騒音型・クレーン機能

付き・排出ガス対策型（第 3次基準

値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3）吊

能力 2.9t 

賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 特殊作業員 

Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 

Ｚ１ 

コルゲート U型フリューム A形

450×450mm 板厚 1.6mm

作業区分が据付又は据付・撤去で，

規格が 350×350以上 550×550 以下

の場合 

コルゲート U型フリューム A形

650×650mm 板厚 1.6mm

作業区分が据付又は据付・撤去で，

規格が 550×550を超え 750×750以

下の場合 

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 



① 353① 353 Ⅱ−2−⑩−28 ①  361①  361 Ⅱ−2−⑩−28



① 354① 354 Ⅱ−2−⑩−29 ①  362①  362 Ⅱ−2−⑩−29



① 355① 355 Ⅱ−2−⑩−30 ①  363①  363 Ⅱ−2−⑩−30



① 356① 356 Ⅱ−2−⑩−31 ①  364①  364 Ⅱ−2−⑩−31

コード番号 ＳＰＡ 6 2 9



① 357① 357 Ⅱ−2−⑩−32 ①  365①  365 Ⅱ−2−⑩−32



① 358① 358 Ⅱ−2−⑩−33 ①  366①  366 Ⅱ−2−⑩−33



① 359① 359 Ⅱ−2−⑩−34

①  367①  367 Ⅱ－2－⑩－34

鉄 筋 加 工 ・ 組 立

３．鉄筋加工・組立費が必要な場合は，「第Ⅵ編 第２章 市場単価 ①鉄筋工」より計上

する。



① 360① 360 Ⅱ−2−⑩−35 ①  368①  368 Ⅱ−2−⑩−35

コード番号 ＳＰＡ 6 3 3

①  368①  368 Ⅱ−2−⑩−35

コード番号 ＳＰＡ 6 3 3

９．鉄筋加工・組立費が必要な場合は，「第Ⅵ編 第２章 市場単価 ①鉄筋工」より計上する。



① 361① 361 Ⅱ−2−⑩−36 ①  369①  369 Ⅱ−2−⑩−36



① 362① 362 Ⅱ−2−⑩−37 ①  370①  370 Ⅱ−2−⑩−37



①  363①  363 Ⅱ−2−⑪−1 ①  371①  371 Ⅱ－2－⑪－1

コード番号 ＳＰＡ 6 4 1

３ ７

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音
型・排出ガス対策型（第3 次基準値）］
山積0.8m3（平積0.6m3）

賃料

３

低騒音型・

①  371①  371 Ⅱ－2－⑪－1

コード番号 ＳＰＡ 6 4 1

３ ７

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音
型・排出ガス対策型（第３次基準値）］
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

賃料

３

低騒音型・

Ⅱ-2-⑪-1 

⑪ 軟弱地盤処理工

⑪－１ サンドマット工

１． 適 用 範 囲

本資料は，軟弱地盤処理工のサンドマット工に適用する。

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．土木安定シート・ネットの施工が必要な場合は，別途計上する。 

３． 施工パッケージ

３－１ サンドマット

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．１ サンドマット 積算条件区分一覧

（積算単位：m3）

砂材料費の有無

有り

無し

（注）１．上表は，サンドマットの敷均し，補助労務等，その施工に必要な全ての機械・労務・材

料費（損料等を含む）を含む。

２．土量は締固め（敷均し）後土量とする。

３．砂の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.16）

機

械

搬

入

機

械

搬

出

敷

均

し

作

業

３．

３

３．

16



① 364① 364 Ⅱ−2−⑪−2

①  372①  372 Ⅱ－2－⑪－2

コード番号 ＳＰＡ 6 4 5

①  371①  371 Ⅱ－2－⑪－1

コード番号 ＳＰＡ 6 4 1

３ ７

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音
型・排出ガス対策型（第３次基準値）］
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

賃料

３

低騒音型・

３－２

３



① 365① 365 Ⅱ−2−⑪−3 ①  373①  373 Ⅱ−2−⑪−3



① 366① 366 Ⅱ−2−⑪−4 ①  374①  374 Ⅱ−2−⑪−4

コード番号 ＳＰＡ 6 5 1



① 367① 367 Ⅱ−2−⑪−5 ①  375①  375 Ⅱ−2−⑪−5

12. 先掘が必要な場合は ,「第Ⅱ編第 1章②土工」で別途計上する。



① 368① 368 Ⅱ−2−⑪−6 ①  376①  376 Ⅱ−2−⑪−6

コード番号 ＳＰＡ 6 5 3



① 369① 369 Ⅱ−2−⑪−7 ①  377①  377 Ⅱ−2−⑪−7

コード番号 ＳＰＡ 6 5 5



① 370① 370 Ⅱ−2−⑪−8 ①  378①  378 Ⅱ−2−⑪−8



① 371① 371 Ⅱ−2−⑪−9 ①  379①  379 Ⅱ−2−⑪−9



① 372① 372 Ⅱ−2−⑪−10 ①  380①  380 Ⅱ−2−⑪−10

第Ⅰ編第５章①建設機械運転

労務」による。



① 373① 373 Ⅱ−2−⑪−11 ①  381①  381 Ⅱ−2−⑪−11



① 374① 374 Ⅱ−2−⑪−12 ①  382①  382 Ⅱ−2−⑪−12



① 375① 375 Ⅱ−2−⑪−13 ①  383①  383 Ⅱ−2−⑪−13



① 376① 376 Ⅱ−2−⑪−14 ①  384①  384 Ⅱ−2−⑪−14



① 377① 377 Ⅱ−2−⑪−15 ①  385①  385 Ⅱ−2−⑪−15



① 378① 378 Ⅱ−2−⑪−16 ①  386①  386 Ⅱ−2−⑪−16

コード番号 Ｓ 1 4 2 6



① 379① 379 Ⅱ−2−⑪−17 ①  387①  387 Ⅱ−2−⑪−17



① 380① 380 Ⅱ−2−⑪−18 ①  388①  388 Ⅱ−2−⑪−18

　なお，単管工法は杭径 700 ～ 1,100mm，二重管工法は杭径 1,000 ～ 3,000mm，三重管工法は杭径 1,800 ～ 2,000mm 

とし，いずれも杭（杭心）間隔は３ｍ以下を標準とする。ただし，機械撹拌併用方式・変位低減型・先行掘削併用

方式及びプレジェット併用方式は含まない。

（注）　本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。



① 381① 381 Ⅱ−2−⑪−19 ①  389①  389 Ⅱ−2−⑪−19 ①  389①  389 Ⅱ−2−⑪−19

①  389①  389 Ⅱ−2−⑪−19

Ⅱ-2-⑪-24 

３． 機 種 の 選 定

機械・規格は，次表を標準とする。 

次表の各工法の機械セット数と異なる場合は別途考慮する。 

表３．１ 単管工法の機種の選定 

機 械 名 規 格 
単

位 

杭径 

摘要 700 ㎜以上 

800 ㎜以下 

800 ㎜を超え 

1,100 ㎜以下 

ボーリングマシン 油圧式 5.5ｋＷ級 台 4 2 

高圧噴射撹拌式 

地 盤 改 良 機 

超高圧ポンプ 

19.6MPa 20～100ℓ／min 
〃 4 － 

〃 
超高圧ポンプ 

39.2MPa 100～130ℓ／min 
〃 － 2 

(注) 上表は，杭径が 700 ㎜以上 800 ㎜以下の場合は４セットを標準とし，800 ㎜を超え 1,100 ㎜以下の場合は２セ

ットを標準とした数量である。 

表３．２ 二重管工法の機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 

杭 径 

摘要 1,000mm 以上 

2,000mm 以下 

2,000mmを超え 

3,000mm 以下 

高 圧 噴 射 撹 拌 式 

地 盤 改 良 機
二重管専用型 11kW 台 1 1 

高 圧 噴 射 撹 拌 式 

地 盤 改 良 機

超高圧ポンプ 

19.6MPa 20～100ℓ／min 
〃 1 － 

高 圧 噴 射 撹 拌 式 

地 盤 改 良 機 

超高圧ポンプ 

4 0 . 0 M P a  2 0 0 ℓ／ m i n 
〃 － 1 

空 気 圧 縮 機 

可搬式・エンジン駆動・スクリュ型・ 

排出ガス対策型(第 1次基準値) 

吐出量 5m3／min 吐出圧力 0.7MPa 

〃 1 － 

空 気 圧 縮 機 

可搬式・エンジン駆動・スクリュ型(低騒

音型)・排出ガス対策型(第 3 次基準値)

吐出量 15m3／min 吐出圧力 1.05MPa 

〃 － 1 

トラッククレーン  油圧伸縮ジブ型 4.9t 吊 〃 1 １ 

 (注)１．上表は，１セットを標準とした数量である。 

２．空気圧縮機，トラッククレーンは，賃料とする。 

表３．３ 三重管工法の機種の選定 

機 種 規 格 単位 
数 量 

摘 要 
削 孔 注 入 

高圧噴射撹拌用地盤改良機 掘削専用型(油圧式) 内径 148 ㎜ 11kW 台 1 － 

〃 三重管専用型 11ｋＷ 〃 － 1 

〃 超高圧ポンプ 39.2ＭＰa  14～70ℓ／min 〃 － 1 

グ ラ ウ ト ポ ン プ 横型二連複動ピストン式 吐出量200ℓ ／min 〃 － 1 

〃 横型二連複動ピストン式 吐出量 37～100ℓ ／min 〃 1 － 

空 気 圧 縮 機

可搬式･エンジン駆動・スクリュ型・ 

排出ガス対策型（第 1次基準値） 

吐出量 5ｍ3／min 吐出圧力 0.7MP 

〃 － 1 

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第 2次基準値）

20ｔ吊 
〃 － 1 

(注)１．上表は，削孔時及び注入時ともに１セットを標準とした数量である。 

２．空気圧縮機，ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

次表の各工法の機械セット数と異なる場合は別途考慮する。



① 382① 382 Ⅱ−2−⑪−20 ①  390①  390 Ⅱ−2−⑪−20

Ⅱ-2-⑪-25 

図３－１ 施工図

４． 編 成 人 員 

高圧噴射撹拌工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 日当り編成人員    （人／日） 

職種 

工法 
土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員 

単 管 工 法 杭 径 
700mm 以上 800mm 以下 1 8 4 

800mm を超え 1,100mm 以下 1 5 4 

二重管工法 杭 径 
1,000mm以上 2,000mm以下 1 3 3 

2,000mmを超え3,000mm以下 1 3 3 

三 重 管 工 法
削 孔 時 1 1 1 

注 入 時 1 4 3 

（注）上表は，単管工法の杭径 700 ㎜以上 800 ㎜以下は４セット分，800 ㎜を超え 1,100 ㎜以下は２セット分，

二重管工法及び三重管工法は１セット分の人員である。 

５． 施 工 歩 掛

５－１ 単管工法 

５－１－１ １本当り施工時間（ＴT） 

単管工法における１本当り施工時間は，次式による。 

ＴT＝Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

ＴT：単管工法１本当り施工時間（min） 

Ｔ1：機械準備時間（min） 

Ｔ2：削孔時間（min） 

Ｔ3：注入時間（min） 

Ｔ4：土被り部引抜時間（min） 

（１） 機械準備時間（Ｔ1） 

機械準備時間は，機械移動，機械据付及び注入後の器具洗浄時間であり，13 分とする。 

①  390①  390 Ⅱ−2−⑪−20



① 383① 383 Ⅱ−2−⑪−21 ①  391①  391 Ⅱ−2−⑪−21



① 384① 384 Ⅱ−2−⑪−22 ①  392①  392 Ⅱ−2−⑪−22
①  392①  392 Ⅱ−2−⑪−22

① 1,000mm 以上 2,000mm 以下



① 385① 385 Ⅱ−2−⑪−23

Ⅱ-2-⑪-28 

② 2,000mmを超え3,000mm以下

Ｔ2＝Σ(γ1×ℓ0）

γ1：各土質毎の削孔の単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ0：各土質毎の削孔長（ｍ） 

表５．９  削孔の単位作業時間(γ1)  (min／ｍ) 

土 質 
砂 質 土 

粘 性 土
N≦30 N＞30 

γ1 15 18 9 

（注）１．Ｎ：各土質毎の削孔対象地盤の最大Ｎ値 

２．ロッド接続時間を含む。 

（３） 注入時間（Ｔ3）

① 1,000mm以上2,000mm以下

Ｔ3＝Σ｛(γ2＋γ3)×ℓ1｝

γ2：各土質毎の注入の単位作業時間（min／ｍ） 

γ3：ロッド切断の単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ1：各土質毎の注入長（ｍ） 

表５．１０ 注入の単位作業時間（γ2）     (min／ｍ) 

土質 杭径（㎜） 2,000 1,800 1,600 1,400 1,200 1,000 

γ2 

砂 質 土 
Ｎ≦10 10＜Ｎ≦20 20＜Ｎ≦30 30＜Ｎ≦35 35＜Ｎ≦40 40＜Ｎ≦50 

38 28 19 

粘 性 土 
Ｎ＜1 Ｎ＝1 Ｎ＝2 Ｎ＝3 Ｎ＝4 － 

29 22 16 － 

（注）Ｎ：各土質毎の改良対象地盤の最大Ｎ値。 

表５．１１ ロッド切断の単位作業時間（γ3）    (min／ｍ) 

γ3 2 

② 2,000mmを超え3,000mm以下

Ｔ3＝Σ{(γ2＋γ3)×ℓ1｝＋Ｔ0

γ2：各土質毎の注入の単位作業時間（min／ｍ） 

γ3：ロッド切断の単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ1：各土質毎の注入長（ｍ） 

Ｔ0：定置噴射時間（3分を標準とする） 

表５．１２  注入の単位作業時間（γ2）     (min／ｍ) 

杭径（mm）

土質 
3,000 2,500 2,300 

γ2

砂 質 土 
N≦30 N≦30 N≦50 

15  9 

粘 性 土 
N≦3 N≦3 N≦5 

15 9  

（注）１．Ｎ：各土質毎の改良対象地盤の最大Ｎ値 

表５．１３ ロッド切断の単位作業時間（γ3） 

γ3 2 

13

12

11

10



① 386① 386 Ⅱ−2−⑪−24

Ⅱ-2-⑪-29 

（４） 土被り引抜時間（Ｔ4）

Ｔ 4＝γ4×ℓ2

γ4：土被り部引抜きの単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ2 ：土被り長（ｍ） 

表５．１４ 土被り部引抜きの単位作業時間（γ4）   (min／ｍ) 

γ4 2 

５－２－２ 注入材料使用量 

① 1,000mm以上2,000mm以下

二重管工法に必要な注入材料使用量は，次式による。 

ＱN＝Σ｛(ℓ1×γ2)×ｑ×(１＋Ｋ)｝……………式 5.2 

ＱN：二重管工法の１本当り注入量（㎥） 

ℓ1：各土質毎の注入長（ｍ） 

γ2：各土質毎の注入の単位作業時間（min／ｍ） 

ｑ：二重管工法の注入材の吐出量（㎥／min） 

Ｋ：ロス率 

表５．１５ 二重管工法の注入材の吐出量（ｑ）  （㎥／min） 

ｑ 0.06 

表５．１６ ロス率（Ｋ） 

ロス率 +0.06

② 2,000mmを超え3,000mm以下

二重管工法に必要な注入材料使用量は，次式による。

ＱN＝∑{（ℓ1×γ2）×ｑ×（１＋Ｋ）}＋Ｔ0×ｑ×（１＋Ｋ） ……………式５．３ 

ＱN：二重管工法の１本当り注入量（ｍ3） 

ℓ1：各土質毎の注入長（ｍ） 

γ2：各土質毎の注入の単位作業時間（min／ｍ）  

ｑ ：二重管工法の注入材の吐出量（ｍ3／min）  

Ｔ0：定置噴射時間（3分を標準とする） 

Ｋ ：ロス率 

表５．１７  二重管工法の注入材の吐出量（ｑ）  (ｍ3／min) 

ｑ 0.19 

表５．１８  ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 +0.06

５－２－３ １日当り施工本数 

二重管工法における１日当り施工本数は，次式による。 

Ｎ：１セット１日当り施工本数（本／日） 

Ｈ：二重管工法設備の１日当り実作業時間で 6.7 時間とする。 

ＴN：１本当り施工時間（min） 

Ｎ＝ 
ＴN 

60×Ｈ 

18

17

16

15

14



① 387① 387 Ⅱ−2−⑪−25

①  394①  394 Ⅱ−2−⑪−24

Ⅱ-2-⑪-30 

５－２－４ 諸雑費 

二重管工法の１本当り諸雑費は，付属機器固化材サイロ，集中プラントミキサ，工事用水中モータ

ポンプ，水槽(一般工事用)，グラウト流量・圧力測定装置の損料及び電力に関する経費等の費用であ

り，労務費，機械賃料，機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

表５．１９ 二重管工法の諸雑費率 （％） 

諸 雑 費 率 

杭 径 

1,000mm 以上 

2,000mm 以下 

2,000mmを超え 

3,000mm 以下 

28 46 

５－２－５ 損耗材料費 

（１） 削孔損耗材料費 

二重管工法の削孔損耗材料費は，スイベル，ロッド，モニター，超高圧ホース，ビット等の費用を 
計上する。 

（２） 注入損耗材料費 

二重管工法の注入損耗材料費は，超高圧ホース，耐圧ホース，二重管，スイベル，モニター，ノズル

等の費用を計上する。 

５－３ 三重管工法 

５－３－１ １本当り削孔施工時間（ＴS） 

三重管工法における１本当り削孔施工時間は次式による。 

ＴS＝Ｔ1＋Ｔ2

ＴS：三重管工法１本当り削孔時間（min） 

Ｔ1：機械準備時間（min） 

Ｔ2：削孔時間（min） 

（１） 機械準備時間（Ｔ1） 

機械準備時間は，機械移動，機械据付時間であり，22 分とする。 

（２） 削孔時間（Ｔ2） 

Ｔ2＝Σ(γ1×ℓ0) 

γ1：各土質毎の削孔の単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ0：各土質毎の削孔長（ｍ） 

表５．２０ 削孔の単位作業時間（γ1） (min／ｍ)

土 質 

レ キ 質 土 砂 質 土
粘 性 土

N≦50 N＞50 N≦50 N＞50 

γ1 38 58 24 30 18 

（注）１．Ｎ：各土質毎の削孔対象地盤の最大Ｎ値。 

２．ロッド接続時間を含む。 

５－３－２ １本当り注入施工時間（ＴA） 

三重管工法における１本当り注入施工時間は，次式による。 

ＴA＝Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

ＴA：三重管工法１本当り注入時間（min） 

Ｔ1：機械準備時間 （min） 

Ｔ2：注入準備時間 （min） 

Ｔ3：注入時間 （min） 

Ｔ4：土被り部引抜時間 （min） 

20

19



① 388① 388 Ⅱ−2−⑪−26 ①  395①  395 Ⅱ−2−⑪−25

21
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① 389① 389 Ⅱ−2−⑪−27 ①  396①  396 Ⅱ−2−⑪−26

27

28



① 390① 390 Ⅱ−2−⑪−28 ①  397①  397 Ⅱ−2−⑪−27

Ⅱ-2-⑪-33 

５－４ 注入設備の据付・解体及び移設 

注入設備の据付・解体の歩掛は，次表とする。なお，注入範囲が注入設備を中心に半径 50ｍ（単管は約

100ｍ）を超える場合は，移設費として１回当り次表の労務費，ラフテレーンクレーン賃料の合計額の 50％

を必要回数計上する。 

表５．２９ 据付・解体歩掛     （１現場当り） 

名 称 単位 規 格 

単 管 工 法 二 重 管 工 法

三重管工法 
杭 径 杭 径 

700mm以上 

800mm以下 

800mmを超え 

1,100mm以下 

1,000mm以上 

2,000mm以下 

2,000mmを超え 

3,000mm以下 

土木一般世話役 人 3 3 3 6 

特 殊 作 業 員 〃 24 15 9 15 

普 通 作 業 員 〃 12 12 9 12 

ラフテレーン 

クレーン運転 
日 

油圧伸縮ジブ型 

・排出ガス対策型

(第2次基準値) 

25t吊 

2 2 2 2 

（注）１．作業日数は，各工法とも据付け２日，解体１日とする。 

２．上表は，単管工法の杭径 700 ㎜以上 800 ㎜以下は４セット分，800 ㎜を超え 1,100 ㎜以下は２セット分，

二重管工法，三重管工法は１セット分である。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

５－５ 地盤整備費 

排泥処理のためピット等を掘削する場合及び地盤改良後の整地が必要な場合は，「第Ⅱ編第１章②土工 3-1

掘削」，「第Ⅱ編第１章②土工 3-3 整地」により，別途計上する。 

５－６ 排水汚泥土処理設備費 

排水及び汚泥土処理に要する設備が必要な場合は，別途計上する。 

５－７ 汚泥土処理費 

汚泥土の産廃処理が必要な場合は，別途計上する。 

５－８ 足場工 

仮設足場が必要な場合は，別途計上する。 

５－９ 水道用水費 

削孔用水，注入材配合用水，機器洗浄等に用いる上水道等が必要な場合は，別途計上する。 

５－10 その他 

（１） 単管工法，二重管工法及び三重管工法における注入時間が，土質条件等により本歩掛により難い場合は，

別途考慮する。 

（２） 単管工法，二重管工法及び三重管工法におけるセット数については，あらかじめ十分検討しておく。 

（３） 単管工法，二重管工法及び三重管工法は，特許を有する工法の場合もあるので，特許料が必要な場合は

別途計上する。 

①  397①  397 Ⅱ−2−⑪−27

29



① 391① 391 Ⅱ−2−⑪−29 ①  398①  398 Ⅱ−2−⑪−28

①  398①  398 Ⅱ−2−⑪−28

① 1,000mm 以上 2,000mm 以下

19



① 392① 392 Ⅱ−2−⑪−30

①  399①  399 Ⅱ−2−⑪−29

27

Ⅱ-2-⑪-35 

② 2,000mmを超え3,000mm以下

施工歩掛コード WB223320 

名 称 規 格 単
位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 ＴN／(6.7×60)×1 表４．１ 

特 殊 作 業 員 〃 ＴN／(6.7×60)×3 〃 

普 通 作 業 員 〃 ＴN／(6.7×60)×3 〃 

注 入 材 料 ｍ3 ＱN 式５．３ 

損 耗 材 料 費 式 1 

高 圧 噴 射 撹 拌 式
地 盤 改 良 機 運 転 二重管専用型 11kW 日 ＴN／(6.7×60)

表３．２ 

機械損料 

高 圧 噴 射 撹 拌 式
地 盤 改 良 機 運 転

超高圧ポンプ 
40.0MPa 200ℓ／min 〃 ＴN／(6.7×60)

表３．２ 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転

可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型（低騒音型）・ 
排出ガス対策型(第3次基準
値) 低騒音型 
吐出量15m3／min 
吐出圧力1.05MPa 

〃 ＴN／(6.7×60)
表３．２ 

機械賃料 

トラッククレーン運転 油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 〃 ＴN／(6.7×60)
表３．２ 

機械賃料 

諸 雑 費 式 1 表５．19 

特 許 料 金 〃 1 
必要に応じて

計上 

計 

（注）１．ＴN：１本当り施工時間（min） 

２．ＱN：二重管工法の１本当り注入量（ｍ3） 

(３) 三重管工法削孔１本当り単価表 

施工歩掛コード WB223330 

名 称 規 格 単 位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 Ｔs/(6.7×60)×1 表4.1 

特 殊 作 業 員 〃 Ｔs/(6.7×60)×1 〃 

普 通 作 業 員 〃 Ｔs/(6.7×60)×1 〃 

損 耗 材 料 費 式 1 

高圧噴射撹拌式地盤改良機

運 転

掘削専用型(油圧式) 

内径148㎜ 11kW 
日 Ｔs/(6.7×60) 

表3.3 

機械損料 

グ ラ ウ ト ポ ン プ 損 料
横型二連複動ピストン式 

吐出量37～100ℓ ／min 
〃 Ｔs/(6.7×60) 〃 

諸 雑 費 式 1 表5.27

計 

（注） Ｔs：１本当り削孔時間（min） 

Ⅱ-2-⑪-35 

② 2,000mmを超え3,000mm以下 

施工歩掛コード WB223320 

名 称 規 格 単
位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 ＴN／(6.7×60)×1 表４．１ 

特 殊 作 業 員 〃 ＴN／(6.7×60)×3 〃 

普 通 作 業 員 〃 ＴN／(6.7×60)×3 〃 

注 入 材 料 ｍ3 ＱN 式５．３ 

損 耗 材 料 費 式 1 

高 圧 噴 射 撹 拌 式 
地 盤 改 良 機 運 転 二重管専用型 11kW 日 ＴN／(6.7×60) 

表３．２ 

機械損料 

高 圧 噴 射 撹 拌 式 
地 盤 改 良 機 運 転

超高圧ポンプ 
40.0MPa 200ℓ／min 〃 ＴN／(6.7×60) 

表３．２ 

機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 

可搬式・エンジン駆動・ 
スクリュ型（低騒音型）・
排出ガス対策型(第3次基準
値) 低騒音型 
吐出量15m3／min 
吐出圧力1.05MPa 

〃 ＴN／(6.7×60) 
表３．２ 

機械賃料 

トラッククレーン運転 油圧伸縮ジブ型 4.9ｔ吊 〃 ＴN／(6.7×60) 
表３．２ 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表５．19 

特 許 料 金 〃 1 
必要に応じて

計上 

計    

（注）１．ＴN：１本当り施工時間（min） 

２．ＱN：二重管工法の１本当り注入量（ｍ3） 

(３) 三重管工法削孔１本当り単価表 

施工歩掛コード WB223330 

名 称 規 格 単 位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 Ｔs/(6.7×60)×1 表4.1 

特 殊 作 業 員 〃 Ｔs/(6.7×60)×1 〃 

普 通 作 業 員 〃 Ｔs/(6.7×60)×1 〃 

損 耗 材 料 費 式 1 

高圧噴射撹拌式地盤改良機

運 転

掘削専用型(油圧式) 

内径148㎜ 11kW 
日 Ｔs/(6.7×60) 

表3.3 

機械損料 

グ ラ ウ ト ポ ン プ 損 料
横型二連複動ピストン式 

吐出量37～100ℓ ／min 
〃 Ｔs/(6.7×60) 〃 

諸 雑 費 式 1 表5.27

計 

（注） Ｔs：１本当り削孔時間（min） 



① 393① 393 Ⅱ−2−⑪−31

①  400①  400 Ⅱ－2－⑪－30

空 気 圧 縮 機

可搬式・エンジン駆動・スクリュ
型（低騒音型）・排出ガス対策型(
第3次基準値)低騒音型
吐出量15m3／min
吐出圧力1.05MPa

燃料消費量→147

機械賃料数量→1.3
機－16

29

29

①  399①  399 Ⅱ−2−⑪−29

4

28



① 394① 394 Ⅱ−2−⑪−32 ①  401①  401 Ⅱ−2−⑪−31



① 395① 395 Ⅱ−2−⑪−33 ①  402①  402 Ⅱ−2−⑪−32



① 396① 396 Ⅱ−2−⑪−34 ①  403①  403 Ⅱ−2−⑪−33



① 397① 397 Ⅱ−2−⑪−35 ①  404①  404 Ⅱ−2−⑪−34



① 398① 398 Ⅱ−2−⑪−36

①  405①  405 Ⅱ−2−⑪−35



① 399① 399 Ⅱ−2−⑪−37 ①  406①  406 Ⅱ−2−⑪−36



① 400① 400 Ⅱ−2−⑪−38 ①  407①  407 Ⅱ−2−⑪−37



① 401① 401 Ⅱ−2−⑪−39 ①  408①  408 Ⅱ−2−⑪−38



① 402① 402 Ⅱ−2−⑫−1 ①  409①  409 Ⅱ−2−⑫−1



① 403① 403 Ⅱ−2−⑫−2 ①  410①  410 Ⅱ−2−⑫−2



① 404① 404 Ⅱ−2−⑫−3 ①  411①  411 Ⅱ−2−⑫−3



① 405① 405 Ⅱ−2−⑫−4 ①  412①  412 Ⅱ−2−⑫−4



① 406① 406 Ⅱ−2−⑫−5 ①  413①  413 Ⅱ−2−⑫−5



① 407① 407 Ⅱ−2−⑫−6 ①  414①  414 Ⅱ−2−⑫−6



① 408① 408 Ⅱ−2−⑫−7 ①  415①  415 Ⅱ−2−⑫−7



① 409① 409 Ⅱ−2−⑫−8 ①  416①  416 Ⅱ−2−⑫−8



① 410① 410 Ⅱ−2−⑫−9 ①  417①  417 Ⅱ−2−⑫−9



① 411① 411 Ⅱ−2−⑫−10 ①  418①  418 Ⅱ−2−⑫−10



① 412① 412 Ⅱ−2−⑫−11 ①  419①  419 Ⅱ−2−⑫−11



① 413① 413 Ⅱ−2−⑫−12 ①  420①  420 Ⅱ−2−⑫−12



① 414① 414 Ⅱ−2−⑫−13 ①  421①  421 Ⅱ−2−⑫−13



① 415① 415 Ⅱ−2−⑬−1 ①  422①  422 Ⅱ−2−⑬−1

３．建設汚泥（泥土）改良工は，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。



① 416① 416 Ⅱ−2−⑬−2 ①  423①  423 Ⅱ−2−⑬−2

５．足場工有（スキッド型）の場合，３−４ボーリングマシン移設（アンカー），３−５

　足場（アンカー）を別途計上する。

コード番号 ＳＰＡ 7 4 1



① 417① 417 Ⅱ−2−⑬−3 ①  424①  424 Ⅱ−2−⑬−3



① 418① 418 Ⅱ−2−⑬−4 ①  425①  425 Ⅱ−2−⑬−4

コード番号 ＳＰＡ 7 4 5



① 419① 419 Ⅱ−2−⑬−5 ①  426①  426 Ⅱ−2−⑬−5

コード番号 ＳＰＡ 7 4 9



① 420① 420 Ⅱ−2−⑬−6 ①  427①  427 Ⅱ−2−⑬−6

コード番号 ＳＰＡ 7 5 3



① 421① 421 Ⅱ−2−⑬−7 ①  428①  428 Ⅱ−2−⑬−7

３．足場工の計上については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。

コード番号 ＳＰＡ 7 5 7

コード番号 ＳＰＡ 7 5 8



① 422① 422 Ⅱ−2−⑭−1 ①  429①  429 Ⅱ−2−⑭−1

　本資料は，河川，海岸，砂防，道路工事の既設コンクリート構造物のはつり作業及びとりこわしコンクリート殻積

込に適用する。

①  429①  429 Ⅱ−2−⑭−1

１

２

①  429①  429 Ⅱ−2−⑭−1

①  429①  429 Ⅱ−2−⑭−1

２

１－２－１ 石積とりこわし

（１）石積のとりこわしの場合

３

① 429① 429 Ⅱ−2−⑭−1

１



①  423①  423 Ⅱ−2−⑭−2

①  430①  430 Ⅱ−2−⑭−2

コード番号 ＳＰＡ 7 8 1

コード番号 ＳＰＡ 7 8 5

①  430①  430 Ⅱ−2−⑭−2

コード番号 ＳＰＡ 7 8 1

コード番号 ＳＰＡ 7 8 5

１

①  431①  431 Ⅱ−2−⑭−3

コード番号 ＳＰＡ 7 8 9２

３. １

３. ２



① 424① 424 Ⅱ−2−⑭−3

①  431①  431 Ⅱ−2−⑭−3

コード番号 ＳＰＡ 7 8 9

（注）上表の機械は，「第Ⅱ編第１章土工②土工②－ 1 土工 ３－７積込（ルーズ）」による。

2

３. ３



① 425① 425 Ⅱ−2−⑮−1 ①  432①  432 Ⅱ−2−⑮−1



① 426① 426 Ⅱ−2−⑮−2 ①  433①  433 Ⅱ－2－⑮－2

コード番号 ＳＰＡ 8 0 1

38～40mm



① 427① 427 Ⅱ−2−⑮−3 ①  434①  434 Ⅱ−2−⑮−3

コード番号 ＳＰＡ 8 0 3



① 428① 428 Ⅱ−2−⑮−4 ①  435①  435 Ⅱ−2−⑮−4

コード番号 ＳＰＡ 8 0 5



① 429① 429 Ⅱ−2−⑮−5 ①  436①  436 Ⅱ−2−⑮−5



① 430① 430 Ⅱ−2−⑯−1 ①  437①  437 Ⅱ−2−⑯−1

（１箇所当り）

コード番号 Ｓ 1 6 3 0



① 431① 431 Ⅱ−2−⑰−1 ①  438①  438 Ⅱ−2−⑰−1

コード番号 ＳＰＡ 8 3 1

①  438①  438 Ⅱ−2−⑰−1

コード番号 ＳＰＡ 8 3 1

Ⅱ-2-⑰-1 

⑰ 吸出し防止材設置工

１． 適 用 範 囲 

本資料は，吸出し防止材を設置する作業に適用する。なお，施工方法は表１．１を標準とする。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）吸出し防止材を施工場所全面に設置する場合

１－２ 適用出来ない範囲

（１）他工種の歩掛や施工パッケージに吸出し防止材設置が含まれている場合

（２）吸出し防止材を点在で設置する場合

表１．１ 施工方法の定義 

施工方法 摘 要 

全面 ロール状の吸出し防止材を斜面や平面に全面で設置する。

点在 
吸出し防止材を構造物の形状に合わせ、切り出し・整形し、

吸出し防止する箇所に貼り付け等を行うもの。 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

３． 施工パッケージ 

３－１ 吸出し防止材設置 

（１）条件区分

吸出し防止材設置における積算条件区分はない。

積算単位は，m2とする。

（注）１．吸出し防止材の設置，現場内小運搬等，その施工に必要な全ての労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．重ね合せ等による吸出し防止材の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.08） 

材

料

搬

入

吸

出

し

防

止

材

設

置

現

場

内

小

運

搬

㎡とする。

3．１

コード番号 ＳＰＡ 8 3 1



① 432① 432 Ⅱ−2−⑱−1 ①  439①  439 Ⅱ−2−⑱−1



① 433① 433 Ⅱ−2−⑱−2 ①  440①  440 Ⅱ−2−⑱−2

コード番号 ＳＰＡ 8 4 1



① 434① 434 Ⅱ−2−⑱−3 ①  441①  441 Ⅱ−2−⑱−3

コード番号 ＳＰＡ 8 4 5



① 435① 435 Ⅱ−2−⑱−4 ①  442①  442 Ⅱ−2−⑱−4



① 436① 436 Ⅱ−2−⑲−1 ①  443①  443 Ⅱ−2−⑲−1



① 437① 437 Ⅱ−2−⑲−2 ①  444①  444 Ⅱ−2−⑲−2



① 438① 438 Ⅱ−2−⑲−3 ①  445①  445 Ⅱ−2−⑲−3



① 439① 439 Ⅱ−2−⑲−4 ①  446①  446 Ⅱ−2−⑲−4



① 440① 440 Ⅱ−2−⑲−5 ①  447①  447 Ⅱ−2−⑲−5

コード番号 ＳＰＡ 8 5 1

コード番号 ＳＰＡ 8 5 4



① 441① 441 Ⅱ−2−⑲−6 ①  448①  448 Ⅱ−2−⑲−6

コード番号 ＳＰＡ 8 5 7



① 442① 442 Ⅱ−2−⑲−7 ①  449①  449 Ⅱ−2−⑲−7



① 443① 443 Ⅱ−2−⑲−8 ①  450①  450 Ⅱ−2−⑲−8

㉕

コード番号 ＳＰＡ 8 6 0



① 444① 444 Ⅱ−2−⑲−9 ①  451①  451 Ⅱ−2−⑲−9

コード番号 ＳＰＡ 8 6 3



① 445① 445 Ⅱ−2−⑲−10 ①  452①  452 Ⅱ−2−⑲−10



① 446① 446 Ⅱ−2−⑲−11 ①  453①  453 Ⅱ−2−⑲−11

コード番号 ＳＰＡ 8 6 6



① 447① 447 Ⅱ−2−⑲−12 ①  454①  454 Ⅱ−2−⑲−12



① 448① 448 Ⅱ−2−⑲−13 ①  455①  455 Ⅱ−2−⑲−13

コード番号 ＳＰＡ 8 6 9



① 449① 449 Ⅱ−2−⑲−14 ①  456①  456 Ⅱ−2−⑲−14



① 450① 450 Ⅱ−2−⑲−15 ①  457①  457 Ⅱ−2−⑲−15

㉕

コード番号 ＳＰＡ 8 7 2



① 451① 451 Ⅱ−2−⑲−16 ①  458①  458 Ⅱ−2−⑲−16



① 452① 452 Ⅱ−2−⑳−1 ①  459①  459 Ⅱ−2−⑳−1



① 453① 453 Ⅱ−2−⑳−2 ①  460①  460 Ⅱ−2−⑳−2

コード番号 ＳＰＡ 8 8 1



① 454① 454 Ⅱ−2−⑳−3 ①  461①  461 Ⅱ−2−⑳−3

コード番号 ＳＰＡ 8 8 5



① 455① 455 Ⅱ−2−⑳−4 ①  462①  462 Ⅱ−2−⑳−4

コード番号 ＳＰＡ 8 8 9



① 456① 456 Ⅱ−2−⑳−5 ①  463①  463 Ⅱ−2−⑳−5



① 457① 457 Ⅱ−2−㉑−1 ①  464①  464 Ⅱ−2−㉑−1



① 458① 458 Ⅱ−2−㉑−2 ①  465①  465 Ⅱ−2−㉑−2



① 459① 459 Ⅱ−2−㉑−3 ①  466①  466 Ⅱ−2−㉑−3



① 460① 460 Ⅱ−2−㉑−4 ①  467①  467 Ⅱ−2−㉑−4

コード番号 ＳＰＡ 8 9 1



① 461① 461 Ⅱ−2−㉑−5 ①  468①  468 Ⅱ−2−㉑−5

（注）発泡スチロールの数量は，材料ロスを含んだ必要量とし，ロス率は，次表を標準とする。

コード番号 ＳＰＡ 8 9 2

コード番号 ＳＰＡ 8 9 3

コード番号 ＳＰＡ 8 9 7



① 462① 462 Ⅱ−2−㉑−6 ①  469①  469 Ⅱ−2−㉑−6

コード番号 ＳＰＡ 8 9 8



① 463① 463 Ⅱ−2−㉑−7 ①  470①  470 Ⅱ−2−㉑−7

コード番号 ＳＰＡ 9 0 3

コード番号 ＳＰＡ 9 0 4



① 464① 464 Ⅱ−2−㉑−8 ①  471①  471 Ⅱ−2−㉑−8

３．計上面積は，天端目隠しプレートを含まない面積とする。

（注）１．壁面材（材料費）は壁面材の他，壁面固定金具を含む。

２．計上面積は，天端目隠しプレートを含まない面積とする。

コード番号 ＳＰＡ 9 0 7

コード番号 ＳＰＡ 9 0 8



① 465① 465 Ⅱ−2−㉑−9 ①  472①  472 Ⅱ−2−㉑−9

コード番号 ＳＰＡ 9 1 1



① 466① 466 Ⅱ−2−㉑−10 ①  473①  473 Ⅱ−2−㉑−10



① 467① 467 Ⅱ−2−㉑−11 ①  474①  474 Ⅱ−2−㉑−11

４－２．

４－１．

４．



① 468① 468 Ⅱ−2−㉒−1 ①  475①  475 Ⅱ−2−㉒−1

コード番号 ＳＰＡ 9 2 1



① 469① 469 Ⅱ−2−㉒−2 ①  476①  476 Ⅱ−2−㉒−2



① 470① 470 Ⅱ−2−㉒−3 ①  477①  477 Ⅱ−2−㉒−3

コード番号 ＳＰＡ 9 2 3



① 471① 471 Ⅱ−2−㉒−4 ①  478①  478 Ⅱ−2−㉒−4

コード番号 ＳＰＡ 9 2 5



① 472① 472 Ⅱ−2−㉓−1 ①  479①  479 Ⅱ−2−㉓−1



① 473① 473 Ⅱ−2−㉓−2 ①  480①  480 Ⅱ−2−㉓−2



① 474① 474 Ⅱ−2−㉓−3 ①  481①  481 Ⅱ−2−㉓−3

コード番号 Ｓ 1 8 9 0

コード番号 Ｓ 1 8 9 5



① 475① 475 Ⅱ−2−㉔−1 ①  482①  482 Ⅱ−2−㉔−1



① 476① 476 Ⅱ−2−㉔−2 ①  483①  483 Ⅱ−2−㉔−2

コード番号 ＳＰＡ 9 4 1



① 477① 477 Ⅱ−2−㉔−3 ①  484①  484 Ⅱ−2−㉔−3



① 478① 478 Ⅱ−2−㉔−4 ①  485①  485 Ⅱ−2−㉔−4



① 479① 479 Ⅱ−2−㉔−5 ①  486①  486 Ⅱ−2−㉔−5



① 480① 480 Ⅱ−2−㉔−6 ①  487①  487 Ⅱ−2−㉔−6



① 481① 481 Ⅱ−2−㉔−7 ①  488①  488 Ⅱ−2−㉔−7

コード番号 ＳＰＡ 9 4 5



① 482① 482 Ⅱ−2−㉔−8 ①  489①  489 Ⅱ−2−㉔−8



① 483① 483 Ⅱ−2−㉔−9 ①  490①  490 Ⅱ−2−㉔−9

（注）



①  484①  484 Ⅱ−2−㉔−10

①

1.

1.
　 1 − 1
　　①
　　   1）

1.
　 1 − 1
　　①
　　   1）

①  491①  491 Ⅱ−2−㉔−10

２－２　参考図等

①標準タイプ

②止水シートがある場合

（注）止水シートは，漏水等が懸念される箇所に設置した延べ延長を計上する。

表３．１　機種の選定



① 485① 485 Ⅱ−2−㉔−11 ①  492①  492 Ⅱ−2−㉔−11

表３．２　　付属機種の選定

図４－１　　大型プレキャストボックスカルバートの歩掛区分



① 486① 486 Ⅱ−2−㉔−12 ①  493①  493 Ⅱ−2−㉔−12

表４．１　　２分割大型プレキャストボックスカルバート歩掛



① 487① 487 Ⅱ−2−㉔−13 ①  494①  494 Ⅱ−2−㉔−13

表４．２　　４分割大型プレキャストボックスカルバート歩掛

表４．３　　止水シート歩掛



① 488① 488 Ⅱ−2−㉔−14 ①  495①  495 Ⅱ−2−㉔−14

表４．４　　大型プレキャストボックスカルバート標準日当り作業量（D）



① 489① 489 Ⅱ−2−㉔−15 ①  496①  496 Ⅱ−2−㉔−15

コード番号 Ｓ 1 8 9 6

コード番号 Ｓ 1 8 9 7

コード番号 Ｓ 1 8 9 8

コード番号 Ｓ 1 8 9 9



① 490① 490 Ⅱ−2−㉔−16 ①  497①  497 Ⅱ−2−㉔−16



① 491① 491 Ⅱ−2−㉕−1 ①  498①  498 Ⅱ−2−㉕−1

コード番号 ＳＰＡ 9 6 1

1.6km 以下

3.3km 以下

5.7km 以下

8.0km 以下

10.9km 以下

14.4km 以下

18.5km 以下

23.2km 以下

28.4km 以下

34.3km 以下

41.3km 以下

49.4km 以下

58.8km 以下

60.0km 以下

①  498①  498 Ⅱ－2－㉕－1

コード番号 ＳＰＡ 9 6 1

（５）既設コンクリート構造物のとりこわしにより発生した殻（鉄筋・無筋）を人力で積み込む場合



① 492① 492 Ⅱ−2−㉕−2 ①  499①  499 Ⅱ－2－㉕－2

コンクリート

（無筋）

構造物とりこわし

機械積込

1.6km 以下

3.3km 以下

5.7km 以下

8.0km 以下

10.9km 以下

14.4km 以下

18.5km 以下

23.2km 以下

28.4km 以下

34.3km 以下

41.3km 以下

49.4km 以下

58.8km 以下

60.0km 以下

1.6km 以下

3.3km 以下

5.7km 以下

8.0km 以下

10.9km 以下

14.4km 以下

18.5km 以下

23.2km 以下

28.4km 以下

34.3km 以下

41.3km 以下

49.4km 以下

58.8km 以下

1.6km 以下

3.3km 以下

5.7km 以下

8.0km 以下

10.9km 以下

14.4km 以下

18.5km 以下

23.2km 以下

28.4km 以下

34.3km 以下

41.3km 以下

49.4km 以下

58.8km 以下



① 493① 493 Ⅱ−2−㉕−3 ①  501①  501 Ⅱ−2−㉕−4



① 494① 494 Ⅱ−2−㉕−4 ①  502①  502 Ⅱ−2−㉕−5



①  495①  495 Ⅱ−2−㉕−5 ①  503①  503 Ⅱ−2−㉕−6

吹付法面とりこわし

(モルタル )

①  503①  503 Ⅱ−2−㉕−6

（注）１�．上表は，既設構造物等のとりこわし，舗装版の破砕によって発生するコンクリート殻又はアスファルト

殻，モルタルの吹付法面のとりこわしによって発生した殻の運搬等，その施工に必要な全ての機械・労務・

材料費（損料等を含む）を含む。なお，積込作業は含まない。



① 496① 496 Ⅱ−2−㉕−6 ① 504① 504 Ⅱ−2−㉕−7

・積込工法区分が機械積込（小

規模土工）の場合

・タイヤ損耗費及び補修費（良

好）を含む




